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事業契約書 

 

１ 事 業 名 大阪市立小学校体育館空調設備整備事業 

２ 事業場所 要求水準書別紙１記載のとおりとする 

３ 契約期間 自 大阪市立小学校体育館空調設備整備事業契約の締結について 

大阪市会の議決があった日 

至 令和 24 年３月 31日 

４ 契約代金額 

（うち取引に係る消費税及び地方消費税の額） 

５ 契約保証金 事業契約書第８条に記載のとおり 

 

上記の事業について、発注者と受注者は、各々の対等な立場における合意に基づい

て、別添の条項によって公正な契約を締結し、信義に従って誠実にこれを履行するも

のとする。 

この契約は、民間資金等の活用による公共施設等の整備等の促進に関する法律（平

成 11 年法律第 117 号。以下「ＰＦＩ法」という。）に基づき、発注者及び受注者が相

互に協力し、選定事業を円滑に実施するために必要な一切の事項を定めることを目的

とする。 

また、この契約の締結及びその履行に際し、発注者は、この事業が民間事業者たる

受注者の創意工夫に基づき実施されることについて、受注者は、この事業が学校施設

を対象とする公共性を有するものであることについて、それぞれ十分理解し、その趣

旨を尊重するものとする。 

なお、この契約は仮契約として締結されるものであり、ＰＦＩ法第 12 条の規定によ

り、大阪市会の議決を得て本契約として認められる。大阪市会の議決を得られないと

きは、この仮契約は無効となり発注者は損害賠償の責は負わない。また、下記年月日

は、仮契約締結年月日であることを確認する。 

この契約の証として本書２通を作成し、当事者記名押印のうえ、各自１通を保有す

る。 

 

令和  年  月  日 

 

発注者 住所又は事務所所在地 

商号又は名称 

代表者氏名                     印 

 

 

受注者 住所又は事務所所在地 

商号又は名称 

代表者氏名                    印 
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（総則） 

第１条 発注者及び受注者は、この契約に基づき、次に掲げる図書（以下「関係図

書」という。）に従い、日本国の法令を遵守し、この契約を履行しなければならな

い。 

(1) 入札説明書、要求水準書及びこれらに対する質問回答書（以下「入札説明書

等」という。） 

(2) 受注者が入札手続において発注者に提出し受理された事業者提案書その他受注

者がこの契約の締結までに発注者に提出した一切の書類（以下「事業者提案書

等」という。） 

２ 受注者は、第４条の業務を第２条の事業日程に従って行うものとし、発注者は、

この契約に定めるところによりサービス対価を支払うものとする。 

３ この契約の履行に関して発注者及び受注者の間で用いる言語は、日本語とする。 

４ この契約に定める金銭の支払に用いる通貨は、日本円とする。 

５ この契約の履行に関して発注者及び受注者の間で用いる計量単位は、関係図書に

特別の定めがある場合を除き、計量法（平成４年法律第 51号）に定めるところによ

るものとする。 

６ この契約及び関係図書における期間の定めについては、民法（明治 29 年法律第

89 号）及び商法（明治 32 年法律第 48 号）の定めるところによるものとする。 

７ この契約は、日本国の法令に準拠するものとする。 

８ この契約に係る訴訟については、大阪地方裁判所を第一審の専属的合意管轄裁判

所とする。 

 

（事業日程） 

第２条 事業日程は、次のとおりとする。 

(1) 設計着手日 事業者提案書等による。 

(2) 工事着手日 事業者提案書等による。 

(3) 引渡日 事業者提案書等による。 

(4) 維持管理開始日 事業者提案書等による。 

(5) 維持管理終了日 令和 24 年３月 31日 

 

（事業費内訳書及び工程表） 

第３条 事業費内訳書及び工程表は、事業者提案書等による。 

 

（事業の概要） 

第４条 この事業は、大阪市立小学校 252 校（254 か所）の空調設備整備（以下「整

備対象設備」という。）の設計業務、施工業務及び工事監理業務（以下「設計・施

工等」という。）、維持管理業務並びに所有権移転後の移設業務並びにこれらの業

務の実施のための資金調達により構成されるものとする。 
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（指示等及び協議の書面主義） 

第５条 この契約に定める請求、通知、報告、催告、承諾、要請及び解除は、書面に

より行わなければならない。 

２ 前項の規定にかかわらず、緊急やむを得ない事情がある場合には、発注者及び受

注者は、前項に規定する指示等を口頭で行うことができる。この場合において発注

者及び受注者は、既に行った指示等を書面に記載し、７日以内にこれを相手方に交

付するものとする。 

３ 発注者及び受注者は、この契約書の他の条項の規定に基づき協議を行うときは、

当該協議の内容を書面に記録するものとする。 

 

（規定の適用関係） 

第６条 この契約書、入札説明書等及び事業者提案書等の内容に矛盾がある場合に

は、この契約書、入札説明書等及び事業者提案書等の順に優先して適用する。ただ

し、事業者提案書等間における内容に相違がある場合については、発注者は事前に

受注者と協議したうえで判断するものとする。また、事業者提案書等の水準が入札

説明書等に記載の水準を上回る部分については、事業者提案書等の記載が優先す

る。 

 

（関連工事との調整） 

第７条 受注者は、受注者の施工する工事及び別途工事が施工上関連する場合、発注

者及び当該場所の学校の学校長を通じ、別途工事の請負者と十分調整を行い、事業

を円滑に進めるものとする。 

 

（契約の保証） 

第８条 受注者は、この契約の締結と同時に、設計・施工等の履行を保証するため、

次の各号のいずれかに掲げる保証を付さなければならない。ただし、第４号の場合

においては、履行保証保険契約の締結後、直ちにその保険証券を発注者に寄託しな

ければならない。 

(1) 契約保証金の納付 

(2) 契約保証金に代わる担保となる有価証券等の提供 

(3) この契約による債務の不履行により生ずる損害金の支払を保証する銀行、発注

者が確実と認める金融機関等又は保証事業会社（公共工事の前払金保証事業に関

する法律（昭和 27 年法律第 184 号）第２条第４項に規定する保証事業会社をい

う。）の保証 

(4) この契約による債務の不履行により生ずる損害をてん補する履行保証保険契約

の締結 

２ 受注者は、維持管理業務の開始日までに、維持管理業務の履行を保証するため、

前項各号のいずれかに掲げる保証を付さなければならない。ただし、前項第４号の

場合においては、履行保証保険契約の締結後、直ちにその保険証券を発注者に寄託

しなければならない。 
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３ 第１項の保証に係る契約保証金の額、保証金額又は保険金額（以下「保証の額」

という。）は、設計・施工等のサービス対価総額の 10 分の１以上とし、第２項の保

証に係る保証の額は、維持管理のサービス対価総額の 10 分の１以上としなければな

らない。 

４ 第１項の規定により受注者が同項第２号又は第３号に掲げる保証を付したとき

は、当該保証は契約保証金に代わる担保の提供として行われたものとし、同項第４

号に掲げる保証を付したときは、第１項の契約保証金の納付を免除する。 

５ 第２項の規定により受注者が第１項第２号又は第３号に掲げる保証を付したとき

は、当該保証は契約保証金に代わる担保の提供として行われたものとし、同項第４

号に掲げる保証を付したときは、第２項の契約保証金の納付を免除する。 

６ 第１項の保証に関して設計・施工等のサービス対価総額の変更があった場合に

は、保証の額が変更後の設計・施工等のサービス対価総額の 10 分の１に達するま

で、発注者は、保証の額の増額を請求することができ、受注者は、保証の額の減額

を請求することができる。 

７ 第２項の保証に関して維持管理のサービス対価総額の変更があった場合には、保

証の額が変更後の維持管理のサービス対価総額の 10 分の１に達するまで、発注者

は、保証の額の増額を請求することができ、受注者は、保証の額の減額を請求する

ことができる。 

８ 第１項又は第２項の規定により、契約保証金の納付が行われているときは、発注

者は、当該契約保証金をもって、この契約に基づき受注者が負担する賠償金、損害

金又は違約金等に充当することができる。この場合において、なお不足があるとき

は、当該不足の額についてさらに請求する。 

９ 発注者は、設計・施工等が完了したときは、第１項に基づき納付された契約保証

金を受注者に還付し、維持管理業務が完了したときは、第２項に基づき納付された

契約保証金を受注者に還付するものとする。 

10 前項の規定により還付する契約保証金には、利息を付さない。 

 

（設計・施工等に係る契約保証金の納付免除） 

第８条の２ 発注者は、受注者と【   】（注：建設企業名を具体的に記載する。）

との工事請負契約について、当該契約の締結と同時に、当該契約の不履行により生

ずる損害をてん補する履行保証保険契約を締結することを条件として、前条第１項

に基づく契約保証金の納付を免除することができる。この場合において、前条第１

項の規定は適用しない。 

２ 受注者は、前項の場合において、履行保証保険契約の締結後、直ちにその保険証

券の写しを発注者に提出しなければならない。 

３ 第１項に掲げる保険金額は、設計・施工等のサービス対価の 10 分の１以上としな

ければならない。 

４ 第１項の保険契約に関し設計・施工等のサービス対価の変更があった場合には、

保険金額が変更後の設計・施工等のサービス対価の 10 分の１に達するまで、発注者
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は、保険金額の増額を請求することができ、受注者は、保険金額の減額を請求する

ことができる。 

５ 受注者は、第１項の履行保証保険に係る保険金請求権について、第 63 条第３項の

規定による違約金支払請求権を被担保債権とする質権を発注者のために設定するも

のとする。 

 

（権利義務の処分等）   

第９条 受注者は、次に掲げる行為をしようとするときは、あらかじめ、発注者の承

諾を得なければならない。 

(1) この契約上の権利又は義務を第三者に対して譲渡し、担保に供し、又はその他

の処分を行うこと。 

(2) 株式、新株予約権又は新株予約権付社債を発行すること。 

(3) 持分会社への組織変更又は合併、会社分割、株式交換若しくは株式移転を行う

こと。 

 

（資金調達） 

第 10 条 受注者は、その責任及び費用負担において、この事業の実施に必要な資金調

達を行うものとする。 

２ 発注者は、受注者がこの事業の実施に必要な資金調達を行うことを目的として、

金融機関等から融資を受け、又は受注者の株式若しくはサービス対価請求権その他

のこの契約に基づき受注者が発注者に対して有する債権に担保権を設定する場合に

おいては、受注者に対して、当該融資契約書又は担保権設定契約書の写しの提出及

び融資又は担保に係る事項についての報告を求めることができる。 

 

（誓約書の提出） 

第 11 条 受注者及び大阪市暴力団排除条例（平成 23 年大阪市条例第 10号。以下「暴

力団排除条例」という。）第７条に規定する下請負人等は、暴力団排除条例第２条第

２号に規定する暴力団員（以下「暴力団員」という。）又は同条第３号に規定する暴

力団密接関係者でないことをそれぞれが表明した誓約書を、発注者に提出しなけれ

ばならない。ただし、発注者が必要でないと判断した場合はこの限りでない。 

 

（特許権等の使用） 

第 12 条 受注者は、特許権、実用新案権、意匠権、商標権その他日本国の法令に基づ

き保護される第三者の権利（以下「特許権等」という。）の対象となっている工事材

料、施工方法等を使用するときは、その使用に関する一切の責任を負わなければな

らない。ただし、発注者がその工事材料、施工方法等を指定した場合において、設

計図書に特許権等の対象である旨の明示がなく、かつ、受注者がその存在を知らな

かったときは、発注者は、受注者がその使用に関して要した費用を負担しなければ

ならない。 
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（許認可等の手続） 

第 13 条 受注者は、その責任及び費用負担において、この契約に基づく義務を履行す

るために必要となる許認可の取得、届出その他の法令に定める手続を行わなければ

ならない。 

２ 発注者は、前項に定める受注者が行うべき手続について受注者から協力を要請さ

れたときは、必要に応じて、協力するものとする。 

 

（工事用地の確保） 

第 14 条 発注者は、工事用地その他設計図書において定められた工事の施工上必要な

用地（以下「工事用地等」という。）を受注者が工事の施工上必要とする日（設計図

書に特別の定めがあるときは、その定められた日）までに確保しなければならな

い。 

２ 受注者は、確保された工事用地等を善良な管理者の注意をもって管理しなければ

ならない。 

３ 工事の完成、設計図書の変更等によって工事用地等が不用となった場合におい

て、当該工事用地等に受注者が所有又は管理する工事材料、建設機械器具、仮設物

その他の物件（下請負人の所有又は管理するこれらの物件を含む。）があるときは、

受注者は、当該物件を撤去するとともに、当該工事用地等を修復し、取り片付け

て、発注者に明け渡さなければならない。 

４ 前項の場合において、受注者が正当な理由なく、相当な期間内に当該物件を撤去

せず、又は工事用地等の修復若しくは取片付けを行わないときは、発注者は、受注

者に代わって当該物件を処分し、工事用地等の修復若しくは取片付けを行うことが

できる。この場合においては、受注者は、発注者の処分又は修復若しくは取片付け

について異議を申し出ることができず、また、発注者の処分又は修復若しくは取片

付けに要した費用を負担しなければならない。 

５ 第３項に規定する受注者のとるべき措置の期限、方法等については、発注者が受

注者の意見を聴いて定める。 

 

（条件変更等） 

第 15 条 受注者は、事業を実施するに当たり、次の各号のいずれかに該当する事実を

発見したときは、その旨を直ちに発注者に通知しなければならない。 

(1) 入札説明書、要求水準書及びこれらに対する質問回答書が一致しないこと（こ

れらの優先順位が定められている場合を除く。）。 

(2) 要求水準書の誤謬があること。 

(3) 工事現場等の条件（形状、地質、湧水等の条件をいうものとし、埋蔵文化財、

土壌汚染及び地中障害物に係る条件を含む。次号において同じ。）について、入

札説明書等に示された自然的又は人為的な条件と実際の現場が一致しないこと。 

(4) 入札説明書等で明示されていない工事現場等の条件について、予期することが

できない特別の状態が生じたこと。 
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２ 発注者は、前項各号に掲げる事実が確認された場合において、必要があると認め

られるときは、要求水準書の変更案の内容を受注者に通知して、要求水準書の変更

の協議を請求しなければならない。 

 

（要求水準書の変更） 

第 16 条 発注者は、必要があると認めるときは、要求水準書の変更案の内容及び変更

の理由を受注者に通知して、要求水準書の変更の協議を請求することができる。 

２ 受注者は、前項又は前条第２項の通知を受けたときは、調査の終了後 14 日以内に、

発注者に対して次に掲げる事項を通知し、発注者と協議を行わなければならない。 

(1) 要求水準書の変更に対する意見 

(2) 要求水準書の変更に伴う事業日程の変更の有無 

(3) 要求水準書の変更に伴うサービス対価の変更の有無 

３ 第１項又は前条第２項の通知の日から 14 日を経過しても前項の協議が整わない場

合において、発注者は、必要があると認めるときは、要求水準書、事業日程又はサー

ビス対価を変更し、受注者に通知することができる。この場合において、受注者に増

加費用又は損害が発生したときは、発注者は必要な費用を負担しなければならない。

ただし、受注者が増加費用又は損害の発生を防止する努力を怠った場合においては、

この限りでない。 

４ 要求水準書の変更が行われた場合において、発注者は、必要があると認めるときは、

理由を示して設計図書又は第 38 条第１項の維持管理業務計画書等の変更を求める旨

を受注者に通知することができる。 

 

第 17 条 受注者は、必要があると認めるときは、次に掲げる事項を発注者に通知して、

要求水準書の変更の協議を請求することができる。 

(1) 要求水準書の変更の内容 

(2) 要求水準書の変更の理由 

(3) 受注者が求める要求水準書の変更に伴う事業日程の変更の有無 

(4) 受注者が求める要求水準書の変更に伴うサービス対価の変更の有無 

(5) 受注者が求める要求水準書の変更に伴い設計図書又は第 38 条第１項の維持管理

業務計画書等の変更が必要となる場合にあっては、当該変更内容の概要 

２ 発注者は、前項の通知を受けたときは、調査の終了後 14 日以内に、受注者に対し

て要求水準書の変更に対する意見を通知し、受注者と協議を行わなければならない。 

３ 第１項の通知の日から 14 日を経過しても前項の協議が整わない場合には、発注者

は、要求水準書、事業日程又はサービス対価の変更について定め、受注者に通知する。 

４ 要求水準書の変更が行われた場合において、発注者は、必要があると認めるときは、

理由を示して設計図書又は第 38 条第１項の維持管理業務計画書等の変更を求める旨

を受注者に通知することができる。 

 

（近隣住民に対する説明及び環境対策）   

第 18 条 受注者は本件工事に先立ち、近隣住民に周知をするための工事案内文を作成
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し、発注者に提出し、発注者の承諾を受け、工事案内文を近隣住民へ配布しなければ

ならない。配布する範囲は事前に発注者及び対象校と協議のうえ、決定するものとす

る。 

２ 受注者は、発注者の要請に応じてその他の説明資料の作成等に協力しなければなら

ない。 

３ 受注者は、その責任及び費用負担において、騒音、振動、地盤沈下、地下水の断絶

その他の整備対象設備に係る工事が近隣住民の生活環境に与える影響を調査し、合理

的な範囲で必要な対策を行わなければならない。 

４ 第１項の場合において、要求水準書で定めた選定事業の内容及び整備対象設備の規

模に係る事項に関する説明は、発注者の責任とする。 

５ 受注者は、第１項の周知又は第３項の対策を行おうとするときは、あらかじめ、そ

の概要を発注者に報告しなければならない。 

６ 発注者は、前項の報告で第１項の周知に係るものを受けた場合において必要がある

と認めるときは、受注者が行う周知に協力するものとする。 

７ 受注者は、第１項の周知又は第３項の対策を行ったときは、その結果を発注者に報

告しなければならない。 

８ 近隣調整の結果、受注者に生じた費用については、受注者が負担するものとする。 

９ 前項の規定にかかわらず、本事業を行うこと自体に対する近隣住民の反対運動、訴

訟、要望又は苦情等（以下「近隣住民の反対運動等」という。）に対する対応は発注

者が行い、受注者は発注者に協力するものとし、近隣住民の反対運動等に直接起因す

る費用又は損害については発注者が合理的な範囲で負担する。なお、本事業を行うこ

と自体に起因しない近隣住民の反対運動等への対応は受注者が、その責任と費用負担

にて行う。 

 

（整備対象設備の設計） 

第 19 条 整備対象設備の設計は、この契約及び関係図書に従い、受注者の責任及び費

用負担において行う。 

２ 受注者は、実施設計が関係図書に適合するものであることについて、実施設計の設

計図書を提出して発注者の確認を受けなければならない。 

３ 発注者は、前項の書類の提出を受けた場合においては、その提出を受けた日から 10

日以内に、実施設計の設計図書の内容が関係図書に適合するかどうかを審査し、審査

の結果に基づいて関係図書に適合することを確認したときは、その旨を受注者に通知

しなければならない。 

４ 発注者は、前項の場合において、実施設計の設計図書の内容が関係図書に適合しな

いことを認めたとき、又は設計図書の記載によっては関係図書に適合するかどうかを

確認することができない正当な理由があるときは、その旨及び理由並びに是正期間を

示して受注者に通知しなければならない。 

５ 受注者は、前項、第 16 条第４項又は第 17 条第４項の通知を受けた場合において

は、その責任において、設計図書の変更その他の必要な措置を行い、第２項の発注者

の確認を受けるものとする。ただし、前項、第 16条第４項又は第 17 条第４項の通知
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に対して受注者が設計図書を修正する必要がない旨の意見を述べた場合において、設

計図書を修正しないことが適切であると発注者が認めたときは、この限りでない。こ

の場合において、発注者は、要求水準書の修正その他の必要な措置を講ずるものとす

る。 

６ 前項の規定に基づく設計図書の変更その他の必要な措置に要する費用は、第４項の

通知を受けた場合においては受注者の負担とし、第 16 条第４項又は第 17条第４項の

通知を受けた場合においては発注者の負担とする。 

７ 受注者は、第３項の確認を受けた設計図書を変更しようとする場合においては、あ

らかじめ、発注者の承諾を得なければならない。 

８ 第２項から前項までに規定する手続は、受注者の整備対象設備の設計に関する責任

を軽減又は免除するものではない。 

 

（設計に関する第三者の使用） 

第 20 条 受注者は、発注者の承諾を受けた場合に限り、設計の一部を次に掲げる者（以

下「構成員等」という。）以外の第三者に委託し、又は請け負わせることができる。 

(1) 【   】 

(2) 【   】 

２ 設計に関する発注は、受注者の責任及び費用負担において行うものとし、設計に関

して受注者が使用する構成員等その他の第三者の責に帰すべき事由は、受注者の責に

帰すべき事由とみなす。 

 

（整備対象設備の施工） 

第 21 条 整備対象設備の施工は、この契約、関係図書及び第 19条第３項の確認を受け

た設計図書に従い、受注者の責任及び費用負担において行う。 

２ 受注者は、施工方法を定め、要求水準書の定めるところにより、整備工事着手前に

施工計画書その他必要な書類を発注者に提出しなければならない。 

３ 受注者は、要求水準書の定めるところにより、工事記録を整備しなければならない。 

 

（監督職員） 

第 22 条 発注者は、監督職員を置いたときは、その氏名を受注者に通知しなければな

らない。監督職員を変更したときも同様とする。 

２ 監督職員は、この契約に基づく発注者の権限とされる事項のうち発注者が必要と認

めて監督職員に委任したもののほか、要求水準書に定めるところにより、次に掲げる

権限を有する。 

(1) 受注者により提供されるサービスの水準の測定及び評価を行うこと。 

(2) 契約の履行についての受注者又は受注者の総括責任者に対する承諾又は協議を

行うこと。 

(3) 工事現場に立会い、工事の施工部分を検査し、又は受注者、受注者の総括責任者、

工事施工者若しくは維持管理業務従事者に質問し、若しくは説明若しくは報告を求

めること。 
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３ 発注者は、２名以上の監督職員を置き、前項の権限を分担させたときにあってはそ

れぞれの監督職員の有する権限の内容を、監督職員にこの契約に基づく発注者の権限

の一部を委任したときにあっては当該委任した権限の内容を、受注者に通知しなけれ

ばならない。 

４ 発注者が監督職員を置いたときは、この契約に定める請求、通知、報告、催告、承

諾及び要請については、要求水準書に定めるものを除き、監督職員を経由して行うも

のとする。この場合においては、監督職員に到達した日をもって発注者に到達したも

のとみなす。 

５ 発注者が監督職員を置かないときは、この契約に定める監督職員の権限は、発注者

に帰属する。 

 

（総括責任者） 

第 22 条の２ 受注者は、要求水準書に定めるところにより総括責任者を１名選任し、

その氏名その他必要な事項を発注者に通知しなければならない。総括責任者を変更し

たときも同様とする。 

２ 総括責任者は、この契約の履行に関し、工事現場又はその他の本事業に係る総括責

任者の執務場所として適切な場所等に常駐し、その運営を行うほか、サービス対価の

変更、サービス対価の請求及び受領、次条第１項の請求の受理、次条第２項の決定及

び通知並びにこの契約の解除に係る権限を除き、要求水準書の定めるところにより、

この契約に基づく受注者の権限を行使することができる。 

３ 受注者は、自己の有する権限のうち総括責任者に委任せず自ら行使しようとするも

のがあるときにあっては当該権限の内容を、あらかじめ、発注者に通知しなければな

らない。 

 

（監督職員及び総括責任者に関する措置要求） 

第 22 条の３ 発注者は、総括責任者がその職務の執行につき著しく不適当と認められ

るときは、受注者に対して、その理由を明示した書面により、必要な措置をとるべき

ことを請求することができる。 

２ 受注者は、前項の規定による請求があったときは、当該請求に係る事項について決

定し、その結果を請求を受けた日から 10日以内に発注者に通知しなければならない。 

３ 受注者は、監督職員がその職務の執行につき著しく不適当と認められるときは、発

注者に対して、その理由を明示した書面により、必要な措置をとるべきことを請求す

ることができる。 

４ 発注者は、前項の規定による請求があったときは、当該請求に係る事項について決

定し、その結果を請求を受けた日から 10日以内に受注者に通知しなければならない。 

 

（工事に関する第三者の使用） 

第 23 条 受注者は、発注者の承諾を受けた場合に限り、工事の一部を構成員等以外の

第三者に委託し、又は請け負わせることができる。 

２ 発注者は、受注者に対して、施工体制台帳及び受注者と工事を実施する者との業務
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委託契約書又は工事請負契約書の写しの提出並びに施工体制に係る事項についての

報告を求めることができる。 

３ 工事に関する発注は、受注者の責任及び費用負担において行うものとし、工事に関

して受注者が使用する構成員等その他の第三者の責に帰すべき事由は、受注者の責に

帰すべき事由とみなす。 

４ 受注者は、工事に関して受注者が使用する構成員等が工事を一括して第三者に委託

し、又は請け負わせることの承諾を求めた場合においては、これを承諾してはならな

い。 

 

（工事監理責任者の設置） 

第 24 条 受注者は、その責任及び費用負担において、工事の工事監理責任者を定め、

その名称その他必要な事項を発注者に対して通知しなければならない。工事監理責任

者を変更したときも同様とする。 

２ 発注者は、必要と認める場合においては、施工の状況に関し、工事監理責任者から

の報告を求めることができる。 

 

（工事監理に関する第三者の使用） 

第 25 条 受注者は、発注者の承諾を受けた場合に限り、工事監理の一部を構成員等以

外の第三者に委託し、又は請け負わせることができる。 

２ 工事監理に関する発注は、受注者の責任及び費用負担において行うものとし、工事

監理に関して受注者が使用する構成員等その他の第三者の責に帰すべき事由は、受注

者の責に帰すべき事由とみなす。 

 

（中間確認、報告等） 

第 26 条 発注者は、受注者と協議して、時期及び工程の段階を定め、発注者の立会い

のうえで、工事の施工状況について中間確認を行うことができる。この場合において、

発注者は、10日前までに、受注者に対して、中間確認を実施する旨を通知するものと

する。 

２ 発注者は、受注者に対して、工事の施工状況について報告を求めることができる。 

３ 発注者は、あらかじめ受注者に通知を行うことなく、工事現場に立会い、受注者又

は工事施工者に対して、工事の施工状況について質問し、又は説明を求めることがで

きる。 

４ 発注者は、工事の施工部分がこの契約、設計図書又は関係図書に適合しないと認め

る場合においては、受注者に対して、適合しない事項及び理由並びに是正期間を明示

して、その是正を請求することができる。ただし、当該請求に対して受注者が施工部

分を是正する必要がない旨の意見を述べた場合において、施工部分を是正しないこと

が適切であると発注者が認めたときは、この限りでない。この場合において、発注者

は、要求水準書の修正その他の必要な措置を講ずるものとする。 

５ 発注者は、工事の施工部分がこの契約、設計図書又は関係図書に適合しないと認め

られる相当の理由がある場合において、必要があると認められるときは、当該相当の
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理由を受注者に通知して、工事の施工部分を最小限度破壊して検査することができる。 

６ 第４項の場合における是正に要する費用並びに前項の場合における検査及び復旧

に直接要する費用は、受注者の負担とする。 

７ 受注者は、発注者が第１項から前項までに規定する手続を行ったことをもって、そ

の責任が軽減され、又は免除されるものではない。 

 

（工事の中止） 

第 27 条 工事用地等の確保ができない等のため又は暴風、豪雨、洪水、高潮、地震、

地すべり、落盤、火災、騒乱、暴動その他の自然的若しくは人為的な事象（以下「天

災等」という。）により工事目的物等に損害を生じ若しくは工事現場の状態が変動し

たため、受注者が工事を施工できないと認められるときは、受注者は、直ちに工事の

中止内容及びその理由を発注者に通知しなければならない。 

２ 受注者は、履行不能の理由が受注者の責に帰すべき事由による場合を除き、前項の

通知を行った日以降、履行不能の状況が継続する期間中、履行不能となった業務に係

る履行義務を免れる。 

３ 発注者は、必要があると認めるときは、工事の中止内容及びその理由を受注者に通

知して、工事の全部又は一部の施工の一時中止を求めることができる。 

４ 発注者又は受注者は、第１項又は前項の通知を受けたときは、速やかに事業の継続

に関する協議を行わなければならない。当該協議において工事を施工できない事由が

発生した日から 14 日を経過しても協議が整わないときは、発注者は事業の継続につ

いての対応を定め、受注者に通知する。 

５ 発注者は、第１項又は第３項の規定により工事の施工が一時中止された場合（工事

の施工の中止が受注者の責に帰すべき事由による場合を除く。）において、必要があ

ると認められるときは、受注者と協議し、引渡予定日若しくはサービス対価を変更し、

又は受注者が工事の続行に備え工事現場を維持し若しくは労働者、建設機械器具等を

保持するための費用その他の工事の施工の一時中止に伴う増加費用若しくは受注者

の損害を負担するものとする。 

 

（設計着手予定日又は工事着手予定日の変更）  

第 28 条 受注者は、前条第１項に規定する場合を除き、設計着手予定日又は工事着手

予定日に設計又は工事に着手することができないと認めるときは、その理由を明示し

た書面により、発注者に設計着手予定日又は工事着手予定日の変更を請求することが

できる。 

２ 受注者は、設計着手予定日又は工事着手予定日に設計又は工事に着手することがで

きない場合においては、遅延を回避又は軽減するため必要な措置をとり、設計着手又

は工事着手の遅延による影響をできる限り少なくするよう努めなければならない。 

 

（引渡予定日の変更） 

第 29 条 受注者は、第 27 条第１項に規定する場合を除き、受注者の責に帰すことがで

きない事由により引渡予定日に整備対象設備を発注者に引き渡すことができないと
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認めるときは、その理由を明示した書面により、発注者に引渡予定日の変更を請求す

ることができる。 

２ 受注者は、受注者の責に帰すべき事由により引渡予定日に整備対象設備を発注者に

引き渡すことができないと認めるときは、引渡予定日の 10 日前までに、その理由及

び受注者の対応の計画を書面により発注者に通知しなければならない。 

３ 受注者は、引渡予定日に整備対象設備を発注者に引き渡すことができない場合にお

いては、遅延を回避又は軽減するため必要な措置をとり、引渡しの遅延による損害を

できる限り少なくするよう努めなければならない。 

４ 発注者は、第２項により整備対象設備の引渡が遅延した場合は、維持管理に係るサ

ービス対価を減額する。 

５ 発注者は、特別の理由により引渡予定日を変更する必要があるときは、引渡予定日

の変更を受注者に請求することができる。 

６ 発注者は、前項の場合において、必要があると認められるときはサービス対価額を

変更し、又は受注者に損害を及ぼしたときは必要な費用を負担しなければならない。 

 

（引渡予定日の変更等に係る協議） 

第 30 条 第 27 条第５項、第 28 条第１項又は前条第１項、第２項若しくは第５項に規

定する設計着手予定日、工事着手予定日又は引渡予定日の変更については、発注者と

受注者が協議して定める。ただし、協議開始の日から 14 日以内に協議が整わない場

合には、発注者が定め、受注者に通知する。 

２ 前項の協議開始の日については、発注者が受注者の意見を聴いて定め、受注者に通

知しなければならない。ただし、発注者が設計着手予定日、工事着手予定日又は引渡

予定日の変更事由が生じた日（第 28 条第１項又は前条第１項若しくは第２項の場合

にあっては、発注者が設計着手予定日、工事着手予定日又は引渡予定日変更の請求又

は通知を受けた日、第 27 条第５項又は前条第４項の場合にあっては、受注者が引渡

予定日の変更請求を受けた日）から 10 日以内に協議開始の日を通知しない場合には、

受注者は、協議開始の日を定め、発注者に通知することができる。 

 

（臨機の措置） 

第 31 条 受注者は、災害防止等のため必要があると認めるときは、臨機の措置をとり、

災害等による損害をできる限り少なくするよう努めなければならない。 

２ 前項の場合において、受注者は、そのとった措置の内容を発注者に直ちに通知しな

ければならない。 

３ 受注者が第１項の規定により臨機の措置をとった場合において、当該措置に要した

費用のうち、通常の管理行為を超えるものとして受注者がサービス対価の範囲におい

て負担することが適当でないと認められる部分については、発注者が負担する。 

 

（工事の施工について第三者に及ぼした損害） 

第 32 条 工事の施工について第三者に損害を及ぼしたときは、受注者がその損害賠償

額を負担しなければならない。ただし、その損害賠償額（第 74 条第１項及び第２項
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の規定により付された保険等によりてん補された部分を除く。以下この条において同

じ。）のうち発注者の責に帰すべき事由により生じたものについては、発注者が負担

する。 

２ 前項の規定にかかわらず、工事の施工に伴い通常避けることができない騒音、振動、

地盤沈下、地下水の断絶等の理由により第三者に損害を及ぼしたときは、発注者がそ

の損害賠償額を負担しなければならない。ただし、その損害賠償額のうち工事の施工

につき受注者が善良な管理者の注意義務を怠ったことにより生じたものについては、

受注者が負担する。 

３ 前２項の場合その他工事の施工について第三者との間に紛争を生じた場合におい

ては、発注者と受注者が協力してその解決に当たるものとする。   

 

（工事用地等の確保ができないこと等による損害） 

第 33 条 工事用地等の確保ができないこと又は第 15 条第１項第３号若しくは第４号

に該当する事実があることによる損害は、発注者が負担する。ただし、その損害のう

ち工事の施工につき受注者が善良な管理者の注意義務を怠ったことにより生じたも

のについては、受注者が負担する。 

 

（施工期間中の不可抗力による損害）   

第 34 条 第 36条第５項に規定する完成確認書の交付前に、天災等（要求水準書で基準

を定めたものにあっては、当該基準を超えるものに限る。）で発注者及び受注者双方

の責に帰すことができないもの（以下「不可抗力」という。）により、工事目的物、

仮設物又は工事現場に搬入済みの工事材料若しくは建設機械器具に損害が生じたと

きは、受注者は、その事実の発生後直ちにその状況を発注者に通知しなければならな

い。 

２ 発注者は、前項の規定による通知を受けたときは、直ちに調査を行い、前項の損害

の状況を確認し、その結果を受注者に通知しなければならない。 

３ 受注者は、前項の規定により損害の状況が確認されたときは、損害による費用（受

注者が善良な管理者の注意義務を怠ったことに基づくもの及び第 74 条第１項の規定

により付された保険等によりてん補された部分を除く。）の負担を発注者に請求する

ことができる。 

４ 発注者は、前項の規定により受注者から損害による費用の負担の請求があったとき

は、当該損害の額（工事目的物、仮設物又は工事現場に搬入済みの工事材料若しくは

建設機械器具であって、受注者の工事に関する記録等により確認することができるも

のに係る額に限る。）及び当該損害の取片付けに要する費用の額の合計額（以下本条

において「損害合計額」という。）のうち施設整備に係るサービス対価（施設整備に

係る資金調達に伴う利息相当額を除く。）の 100 分の１を超える額を負担しなければ

ならない。 

５ 損害の額は、次の各号に掲げる損害につき、それぞれ当該各号に定めるところによ

り算定する。 

(1) 工事目的物に関する損害 
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損害を受けた工事目的物に相応する額とし、残存価値がある場合にはその評価額

を差し引いた額とする。 

(2) 工事材料に関する損害 

損害を受けた工事材料で通常妥当と認められるものに相応する額とし、残存価値

がある場合にはその評価額を差し引いた額とする。 

(3) 仮設物又は建設機械器具に関する損害 

損害を受けた仮設物又は建設機械器具で通常妥当と認められるものについて、当

該工事で償却することとしている償却費の額から損害を受けた時点における工事

目的物に相応する償却費の額を差し引いた額とする。 

６ 数次にわたる不可抗力により損害合計額が累積した場合における第二次以降の不

可抗力による損害合計額の負担については、第４項中「当該損害の額」とあるのは「損

害の額の累計」と、「当該損害の取片付けに要する費用の額」とあるのは「損害の取

片付けに要する費用の額の累計」と、「100 分の１を超える額」とあるのは「100 分の

１を超える額から既に発注者が負担した額を差し引いた額」として同項を適用する。 

 

（受注者が行う完成検査） 

第 35 条 受注者は、その責任及び費用負担において、整備対象設備の工事の完成を確

認するための検査（以下「完成検査」という。）を行うものとする。 

２ 受注者は、前項の完成検査を行おうとする場合においては、その 10 日前までに、

完成検査を行う旨を発注者に対して通知しなければならない。 

３ 発注者は、第１項の完成検査に立ち会うことができる。ただし、受注者は、発注者

が立会いを行ったことをもって、その責任が軽減され、又は免除されるものではない。 

４ 受注者は、第１項の完成検査を行った場合においては、その結果を発注者に対して

報告しなければならない。 

 

（発注者が行う完成確認） 

第 36 条 発注者は、前条第４項の工事の完成が確認された旨の報告を受けた日から 14

日以内に、受注者の立会いのうえ、要求水準書の定めるところにより、完成確認を完

了し、その確認結果を受注者に対して通知しなければならない。 

２ 発注者は、整備対象設備がこの契約、設計図書又は関係図書に適合しないと認めら

れる相当の理由がある場合において、必要があると認められるときは、当該相当の理

由を受注者に通知して、工事目的物を最小限度破壊して検査することができる。この

場合において、検査及び復旧に直接要する費用は、受注者の負担とする。 

３ 発注者は、整備対象設備がこの契約、設計図書又は関係図書に適合しないと認める

場合においては、受注者に対して、適合しない事項及び理由並びに是正期間を明示し

て、その是正を請求することができる。 

４ 受注者は、前項の請求を受けた場合においては、その責任及び費用負担において必

要な措置を行い、第１項の確認を受けるものとする。ただし、前項の請求に対して受

注者が整備対象設備を是正する必要がない旨の意見を述べた場合において、整備対象

設備を是正しないことが適切であると発注者が認めたときは、この限りでない。この
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場合において、発注者は、要求水準書の修正その他の必要な措置を講ずるものとする。 

５ 発注者は、第１項の確認を行った場合において、整備対象設備がこの契約、設計図

書及び関係図書に適合し、かつ、要求水準書で定める書類が提出されたと認められる

ときは、受注者に対して、完成確認書を交付しなければならない。 

６ 受注者は、発注者が第１項から前項までに規定する手続を行ったことをもって、そ

の責任が軽減され、又は免除されるものではない。 

 

（整備対象設備の引渡し） 

第 37 条 受注者は、前条第５項の完成確認書の交付を受けたうえで、引渡予定日に整

備対象設備を発注者に引き渡すものとする。 

２ 発注者は、前項の引渡しにより、整備対象設備の所有権を取得する。 

 

（維持管理業務体制の整備等） 

第 38 条 受注者は、要求水準書の定めるところにより、維持管理業務計画書等を作成

し、これらの書類がこの契約及び関係図書に適合するものであることについて、発注

者の確認を受けなければならない。 

２ 受注者は、前項の維持管理業務計画書等を、整備対象設備の最初の引渡予定日の 1

か月前までに、発注者に提出しなければならない。 

３ 発注者は、第１項の書類の提出を受けた場合においては、その提出を受けた日から

14 日以内に、維持管理業務計画書等の内容がこの契約及び関係図書に適合するかど

うかを審査し、審査の結果に基づいてこの契約及び関係図書に適合することを確認し

たときは、その旨を受注者に通知しなければならない。 

４ 発注者は、前項の場合において、維持管理業務計画書等の内容がこの契約若しくは

関係図書の規定に適合しないことを認めたとき、又は維持管理業務計画書等の記載に

よってはこの契約及び関係図書に適合するかどうかを確認することができない正当

な理由があるときは、その旨及び理由並びに是正期間を示して受注者に通知しなけれ

ばならない。 

５ 受注者は、前項、第 16 条第４項又は第 17 条第４項の通知を受けた場合において

は、その責任において、維持管理業務計画書等の修正その他の必要な措置を行い、第

３項の発注者の確認を受けるものとする。ただし、前項、第 16条第４項又は第 17条

第４項の通知に対して受注者が維持管理業務計画書等を修正する必要がない旨の意

見を述べた場合において、維持管理業務計画書等を修正しないことが適切であると発

注者が認めたときは、この限りでない。この場合において、発注者は、要求水準書の

修正その他の必要な措置を講ずるものとする。 

６ 前項の規定に基づく維持管理業務計画書等の修正その他の必要な措置に要する費

用は、第４項の通知を受けた場合においては受注者の負担とし、第 16 条第４項又は

第 17 条第 4項の通知を受けた場合においては発注者の負担とする。 

７ 受注者は、第３項の確認を受けた維持管理業務計画書等を変更しようとする場合に

おいては、あらかじめ、発注者の承諾を得なければならない。 

８ 本条に規定する手続は、受注者の整備対象設備の維持管理に関する責任を軽減又は
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免除するものではない。 

 

（契約不適合責任） 

第 39 条 発注者は、引き渡された整備対象設備が種類又は品質に関して契約の内容に

適合しないもの（以下「契約不適合」という。）であるときは、受注者に対し、整備

対象設備の修補又は代替物の引渡しによる履行の追完を請求することができる。ただ

し、その履行の追完に過分の費用を要するときは、発注者は履行の追完を請求するこ

とができない。 

２ 前項の場合において、受注者は、発注者に不相当な負担を課するものでないときは、

発注者が請求した方法と異なる方法による履行の追完をすることができる。 

３ 第１項の場合において、発注者が相当の期間を定めて履行の追完の催告をし、その

期間内に履行の追完がないときは、発注者は、その不適合の程度に応じて代金の減額

を請求することができる。ただし、次の各号のいずれかに該当する場合は、催告をす

ることなく、直ちに代金の減額を請求することができる。 

(1) 履行の追完が不能であるとき。 

(2) 受注者が履行の追完を拒絶する意思を明確に表示したとき。 

(3) 整備対象設備の性質又は当事者の意思表示により、特定の日時又は一定の期間内

に履行しなければ契約をした目的を達することができない場合において、受注者が

履行の追完をしないでその時期を経過したとき。 

(4) 前３号に掲げる場合のほか、発注者がこの項の規定による催告をしても履行の追

完を受ける見込みがないことが明らかであるとき。 

 

（契約不適合責任期間） 

第 39 条の２ 発注者は引き渡された整備対象設備に関し、第 37 条第１項の規定による

引渡し（以下この条において単に「引渡し」という。）を受けた日から２年以内でな

ければ、契約不適合を理由とした履行の追完の請求、損害賠償の請求、代金の減額の

請求又は契約の解除（以下この条において「請求等」という。）をすることができな

い。 

２ 前項の規定に関わらず、設備機器本体等の契約不適合については、引渡しの時、監

督職員が確認して直ちにその履行の追完を請求しなければ、受注者は、その責任を負

わない。ただし、当該検査において一般的な注意の下で発見できなかった契約不適合

については、引渡しを受けた日から１年が経過する日まで請求等をすることができる。 

３ 前２項の請求等は、具体的な契約不適合の内容、請求する損害額の算定の根拠等当

該請求等の根拠を示して、受注者の契約不適合責任を問う意思を明確に告げることで

行う。 

４ 発注者は、第１項又は第２項に規定する契約不適合に係る請求等が可能な期間（以

下この項及び第７項において「契約不適合責任期間」という。）の内に契約不適合を

知り、その旨を受注者に通知した場合において、発注者が通知から１年が経過する日

までに前項に規定する方法による請求等をしたときは、契約不適合責任期間の内に請

求等をしたものとみなす。 
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５ 発注者は、第１項又は第２項の請求等を行ったときは、当該請求等の根拠となる契

約不適合に関し、民法の消滅時効の範囲で、当該請求等以外に必要と認められる請求

等をすることができる。 

６ 前各項の規定は、契約不適合が受注者の故意又は重過失により生じたものであると

きには適用せず、契約不適合に関する受注者の責任については、民法の定めるところ

による。 

７ 民法第 637 条第１項の規定は、契約不適合責任期間については適用しない。 

８ 発注者は、整備対象設備の引渡しの際に契約不適合があることを知ったときは、第

１項の規定にかかわらず、その旨を直ちに受注者に通知しなければ、当該契約不適合

に関する請求等をすることはできない。ただし、受注者がその契約不適合があること

を知っていたときは、この限りでない。 

９ 引き渡された整備対象設備の契約不適合が支給材料の性質又は発注者若しくは監

督職員の指図により生じたものであるときは、発注者は当該契約不適合を理由として、

請求等をすることができない。ただし、受注者がその材料又は指図の不適当であるこ

とを知りながらこれを通知しなかったときは、この限りでない。 

 

（維持管理業務の実施） 

第 40 条 整備対象設備の維持管理は、この契約及び関係図書に従い、受注者の責任及

び費用負担において行う。 

 

（維持管理に関する第三者の使用） 

第 41 条 受注者は、発注者の承諾を受けた場合に限り、維持管理業務の一部を構成員

等以外の第三者に委託し、又は請け負わせることができる。 

２ 発注者は、受注者に対して、受注者と維持管理業務を実施する者との業務委託契約

書又は業務請負契約書の写しの提出及び維持管理体制に係る事項についての報告を

求めることができる。 

３ 維持管理業務に関する発注は、受注者の責任及び費用負担において行うものとし、

維持管理業務に関して受注者が使用する構成員等その他の第三者の責に帰すべき事

由は、受注者の責に帰すべき事由とみなす。 

 

（業務報告） 

第 42 条 受注者は、要求水準書の定めるところにより、毎月終了後 10営業日以内に月

次報告書を作成し、発注者に提出しなければならない。 

２ 発注者は、前項に定めるもののほか、受注者に対して、維持管理業務の実施状況に

ついて報告を求めることができる。 

 

（維持管理業務について第三者に及ぼした損害） 

第 43 条 受注者が維持管理業務について第三者に損害を及ぼしたときは、受注者がそ

の損害賠償額を負担しなければならない。ただし、その損害賠償額（第 74 条第１項

及び第２項の規定により付された保険等によりてん補された部分を除く。）のうち発
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注者の責に帰すべき事由により生じたものについては、発注者が負担する。 

 

（維持管理期間中の不可抗力） 

第 44 条 第 36条第５項に規定する完成確認書の交付後に、不可抗力により、この契約

に従った維持管理業務の全部若しくは一部の履行ができなくなったとき又は損害が

生じたときは、受注者は、その事実の発生後直ちに履行不能の内容及び理由並びに損

害の状況を発注者に通知しなければならない。 

２ 受注者は、第１項の通知を行った日以降、履行不能の状況が継続する期間中、履行

不能となった業務に係る履行義務を免れる。 

３ 発注者は、前項に基づき履行義務を免れた期間に対応するサービス対価の支払にお

いて、受注者が履行義務を免れたことにより支出又は負担を免れた費用を控除するこ

とができる。 

４ 発注者は、受注者から第１項の通知を受けたときは、速やかに受注者と事業の継続

に関する協議を行わなければならない。当該協議において不可抗力事由発生の日から

14 日を経過しても協議が整わないときは、発注者は事業の継続についての対応を定

め、受注者に通知する。 

 

（維持管理期間中の不可抗力による損害） 

第 45 条 発注者は、受注者から前条第１項の通知を受けたときは、直ちに調査を行い、

同項の損害（受注者が善良な管理者の注意義務を怠ったことに基づくもの及び第 74

条第１項及び第２項の規定により付された保険等によりてん補された部分を除く。以

下この条において同じ。）の状況を確認し、その結果を受注者に通知しなければなら

ない。 

２ 受注者は、前項の規定により損害の状況が確認されたときは、損害による費用の負

担を発注者に請求することができる。 

３ 発注者は、前項の規定により受注者から損害による費用の負担の請求があったとき

は、当該損害の額（維持管理業務を実施するため受注者が整備対象設備で使用してい

た機械器具その他の物件であって、維持管理業務の計画書等により確認することがで

きるものに係る額に限る。）及び当該損害の取片付けに要する費用の額の合計額のう

ち、維持管理に係るサービス対価の１年分の 100 分の１を超える額を負担しなければ

ならない。 

４ 前項の整備対象設備で使用していた機械器具その他の物件に関する損害の額は、損

害を受けた物件で通常妥当と認められるものに相応する額とし、残存価値がある場合

にはその評価額を差し引いた額とする。 

 

（整備対象設備の修繕及び代替品の調達） 

第 46 条 受注者は、発注者から整備対象設備の故障等の連絡を受けたときは、直ちに

（遅くとも連絡を受けた日の翌営業日までに）故障箇所等の調査を実施し、原因を特

定する。 

２ 受注者は、前項の調査結果を、速やかに発注者に報告したうえで、直ちに修繕等の
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対応策を講ずる。 

３ 第１項の調査の結果、故障等の発生した整備対象設備を継続して使用することが困

難である場合には、受注者は発注者の承諾を得て、直ちに代替品を調達のうえ、施工

するものとする。この場合においては、第 19 条、第 20 条、第 21条及び第 23 条の規

定を準用する。 

４ 第２項の修繕等並びに前項の代替品の調達及び施工に要する合理的な範囲内の費

用の負担については、次の各号に掲げるとおりとする。ただし、第１号及び第３号の

場合においては、受注者は、代替品の調達及び施工に要した費用の内訳及びそれを証

する書類を添えて発注者に請求する。 

(1） 第１項の故障等が生じた原因が発注者の責に帰すべき事由に基づく場合には、

発注者の負担とする。 

(2) 第１項の故障等が生じた原因が受注者の責に帰すべき事由に基づく場合には、受

注者の負担とする。 

(3) 第１項の故障等が生じた原因が不可抗力事由に基づくものである場合には、発注

者及び受注者は、別紙５に規定する負担割合に従い負担する。 

(4) 前各号に掲げる事由の全部又は一部が複合して整備対象設備の故障等が生じ、修

繕等が必要となった場合の代替品の調達及び施工に要する費用の負担は、その事由

ごとに、第１項の故障等に与えた影響度合いを算出し、これらを按分したうえで、

各事由に定める発注者及び受注者の負担割合を適用して、発注者、受注者がそれぞ

れ負担する追加費用及び損害の額を決定する。 

 

（第三者の責に帰すべき事由による整備対象設備の損害） 

第 47 条 第 36条第５項に規定する完成確認書の交付後に、第三者の責に帰すべき事由

により整備対象設備に損害が生じた場合において、当該損害が生じたことについて受

注者に過失がないときは、受注者は、整備対象設備の損害の状況、当該損害の修復の

方法及び当該第三者の特定に関する事項等 （以下この条において「整備対象設備の損

害の状況等」という。）を発注者に通知しなければならない。 

２ 発注者は、前項の規定による通知を受けたときは、直ちに調査を行い、前項の整備

対象設備の損害の状況等を確認し、その結果を受注者に通知しなければならない。 

３ 受注者は、前項の規定により整備対象設備の損害の状況等が確認されたときは、当

該損害が生じた整備対象設備を関係図書に適合させるために要する費用（第三者から

損害賠償を受けた部分及び第 74 条第２項の規定により付された保険等によりてん補

された部分を除く。）の負担を発注者に請求することができる。 

４ 発注者は、前項の規定により受注者から費用の負担の請求があったときは、当該費

用の額（当該費用のうち通常生ずべきものに係る額に限る。）を負担しなければなら

ない。 

 

第 48 条 同一の事業年度における数次にわたる不可抗力又は第三者の責に帰すべき事

由による整備対象設備の損害により損害及び費用の合計額が累積した場合における

第二次以降の第 45 条第３項又は前条第５項に規定する発注者の負担については、当
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該事業年度の損害及び費用の額の累計のうち、維持管理に係るサービス対価の１年

分の 100 分の１を超える額から当該年度において既に発注者が負担した額を差し引

いた額とする。 

 

（整備対象設備の所有権移転後の移設業務） 

第 49 条 発注者が、整備対象設備の所有権移転後の移設を受注者に実施させることを

決定した場合、受注者は、発注者の指示に基づき、関係図書に従い、当該整備対象設

備の移設を行う。 

２ 第 19条、第 20条、第 21 条及び第 23 条は、前項に基づく所有権移転後の移設業務

に準用する。 

３ 第１項に基づき移設された整備対象設備についてもこの契約の規定が適用される。 

 

（移設に要する費用の負担等） 

第 50 条 発注者は、前条の整備対象設備の移設に要する合理的な費用を、第 54 条から

第 57 条までの各規定に基づいて受注者に支払うサービス対価とは別に負担するもの

とする。この場合の費用の支払方法については、発注者及び受注者が協議して定める

ものとする。 

２ 発注者は、整備対象設備の移設に伴い新たに必要となる設備又は備品に要する合理

的な費用を、第 54条から第 57 条までの各規定に基づいて受注者に支払うサービス対

価とは別に負担するものとし、当該設備又は備品の所有権は、当該設備又は備品の引

渡し時に発注者に移転するものとする。 

３ 整備対象設備の移設に伴い必要となる要求水準書及び維持管理業務計画書の変更

については、第 17 条の規定を適用する。 

 

（法令変更等） 

第 51 条 法令変更等（次に掲げるものをいう。以下同じ。）により、この契約に従った

業務の全部若しくは一部の履行ができなくなったとき若しくは履行ができなくなる

と予想されるとき又は費用が増加したとき若しくは費用が増加すると予想されると

きは、受注者は、速やかに、その内容及び理由を発注者に通知しなければならない。 

(1) 法律、命令（告示を含む。）、条例又は規則（規程を含む。）の制定又は改廃 

(2) 行政機関が定める審査基準、処分基準又は行政指導指針の制定又は改廃 

(3) 都市計画その他の計画の決定、変更又は廃止 

２ 受注者は、この契約に基づく義務の履行が法令に違反することとなったときは、当

該法令に違反する限りにおいて、この契約に基づく義務の履行を免れる。 

３ 発注者は、前項に基づき履行義務を免れた期間に対応するサービス対価額の支払に

おいて、受注者が履行義務を免れたことにより支出又は負担を免れた費用を控除する

ことができる。 

４ 受注者は、法令変更等による増加費用を軽減するため必要な措置をとり、増加費用

をできる限り少なくするよう努めなければならない。 

５ 発注者は、受注者から第１項の通知を受けたときは、速やかに受注者と事業の継続
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に関する協議を行わなければならない。当該協議において同項の通知の日から 14 日

を経過しても協議が整わないときは、発注者は事業の継続についての対応を定め、受

注者に通知する。 

 

（法令変更等による増加費用） 

第 52 条 受注者は、前条第１項の通知を行ったときは、次に掲げる法令変更等による

増加費用の負担を発注者に請求することができる。 

(1) 要求水準書別紙２に掲げる法令変更等 （要求水準書別紙２に掲げる法令等と実質

的に同趣旨の法令等の新設を含む。）による増加費用 

(2) 建築物の敷地、構造又は建築設備に関する法令変更等（建築物の維持管理に関す

る法令変更等を含む。）による増加費用 

(3) 消費税及び地方消費税の税率及び課税対象の変更による増加費用 

(4) ＰＦＩ法に基づき実施される公共施設等の整備等に係る税制上の措置の変更に

よる増加費用 

(5) 法令変更等による増加費用で資本的支出に係るもの 

２ 発注者は、前項の規定による請求があったときは、受注者と協議のうえ、当該増加

費用の額のうち通常生ずべきものについて、サービス対価を変更し、又は増加費用を

負担しなければならない。 

 

（法令変更等による減少費用） 

第 53 条 発注者は、前条第１項各号に掲げる法令変更等による減少費用があると認め

るときは、サービス対価の変更を請求することができる。 

 

（設計・施工等に係るサービス対価の支払） 

第 54 条 受注者は、第 36 条第５項の完成確認書を受けたときは、第 56 条の規定によ

り当該完成確認書の対象となる設計・施工等に係るサービス対価の支払を請求するこ

とができる。 

２ 発注者は、前項の規定による請求があったときは、第 56 条の規定により、設計・

施工等に係るサービス対価を支払わなければならない。 

 

（維持管理に係るサービス対価の支払） 

第 55 条 受注者は、各事業年度の終了後、要求水準書別紙６に掲げる年度業務実績報

告書を発注者に提出し、発注者は、同報告書の受領日から 10 日以内に、別紙６によ

り、受注者により提供されるサービスの水準の測定及び評価（以下「モニタリング」

という。）を実施し、受注者に対してモニタリングの結果を通知するものとする。 

２ 発注者は、モニタリング対象期間の受注者による維持管理業務が関係図書に適合し

ないと認める場合（受注者が第 44条第１項又は第 47 条第２項の通知を行った場合を

除く。）においては、適合しない事項及び理由並びに是正期間を明示して、その是正

を求めることができる。 

３ 受注者は、第１項の通知を受けたときは、当該通知に記載するところにより、維持
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管理に係るサービス対価の支払を請求することができる。 

４ 発注者は、前項の規定による請求があったときは、次条の規定により、維持管理に

係るサービス対価を支払わなければならない。この場合において、発注者は、第１項

に規定するモニタリングの結果、モニタリング対象期間の受注者による維持管理業務

が関係図書に適合しないと認めるときは、第 57 条の規定により、維持管理に係るサ

ービス対価を減額することができる。 

   

（対価の支払方法） 

第 56 条 受注者は、設計・施工等のサービス対価の支払いを受けるに当たり、各年度

の業務終了後、発注者に対し、発注者の指定する様式の設計・施工等のサービス対価

に係る請求書を提出するものとし、発注者は当該請求書の受領日から 30 日以内に、

別紙１記載のとおり支払うものとする。 

２ 受注者の発注者に対する前項の請求書の提出が遅れた場合には、その遅れた日数分、

発注者から受注者に対する対価の支払期限も延長されるものとする。 

３ 受注者は、前条第１項の年度業務実績報告書に関するモニタリングの結果について

の発注者の合格通知を受領した後、当該合格通知に従い、発注者に対し、当該通知の

受領日から７日以内に発注者の指定する様式の維持管理のサービス対価に係る請求

書を提出するものとし、発注者は当該請求書の受領日から 30 日以内に、別紙１及び

別紙２記載のとおり支払う。 

４ 受注者の発注者に対する前項の請求書の提出が、前項に定める期限より遅れた場合

においても、発注者は当該請求書の受領日から 30 日以内に別紙１記載のとおり支払

うものとする。 

５ 受注者は、第３項の年度業務実績報告書を発注者が受領した後、当該受領日を含む

10 日以内に、発注者がモニタリングの結果の通知を行わなかった場合には、発注者

に対し、維持管理のサービス対価に係る請求書を提出できるものとする。 

 

（モニタリングによる対価の減額） 

第 57 条 発注者が別紙６に基づき行ったモニタリングにより、整備対象設備の性能又

は事業実施場所における整備対象設備の維持管理業務について、維持管理に係る業務

水準を客観的に満たしていない事項が存在することが判明し、発注者が是正期間を定

めて是正を指示したにもかかわらず、合理的な理由なく、その期間内に改善が認めら

れない場合、発注者は、受注者に対して支払う対価を別紙６により減額又は控除する

ことができる。 

２ 前項の場合において、発注者は、モニタリングによるサービス対価の減額について

はモニタリングの結果の通知に際し、減額の根拠となる事項及び減額する金額を受注

者に通知するものとする。 

３ 受注者は、前項の規定により発注者から通知を受けた後、前条の規定に従って請求

書を提出するに際し、対価のうち、前項により減額の通知を受けた金額を除くその余

の対価の支払いに係る請求書を発注者に対して提出するものとし、発注者は、当該請

求書に記載の金額を対価として支払うものとする。 
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（虚偽報告等の場合のサービス対価の返還） 

第 58 条 第 42 条第１項の月次報告書その他受注者が発注者に提出した書類に虚偽の

記載があることが判明した場合には、受注者は、当該虚偽記載がなければ発注者が第

55 条第４項の規定により維持管理に係るサービス対価を減額することができた額に

ついて、発注者に返還しなければならない。 

 

（物価の変動に基づく設計・施工等に係るサービス対価の変更） 

第 59 条 第 54条に規定する設計・施工等のサービス対価は物価変動に応じて、別紙

３に定める算定方法に従って改定するものとする。 

 

（物価の変動に基づく維持管理に係るサービス対価の変更） 

第 60 条 第 55条に規定する維持管理のサービス対価は物価変動に応じて、別紙４に定

める算定方法に従って改定するものとする。 

 

（サービス対価の変更方法） 

第 61 条 第 27条第５項、第 29 条第６項、第 52条第２項、第 53条及び第 58 条から

第 60 条までに規定するサービス対価の変更又は返還については、発注者と受注者が

協議して定める。ただし、協議開始の日から 14日以内に協議が整わない場合には、

発注者が定め、受注者に通知する。 

２ 前項の協議開始の日については、発注者が受注者の意見を聴いて定め、受注者に

通知するものとする。ただし、サービス対価の変更事由が生じた日から 10 日以内に

協議開始の日を通知しない場合には、受注者は、協議開始の日を定め、発注者に通

知することができる。 

３ 第 27条第５項、第 29 条第６項、第 31 条第３項、第 34 条第４項、第 45 条第３項、

第 47 条第５項及び第 52 条第２項の規定により受注者が増加費用を必要とした場合

又は損害を受けた場合に発注者が負担する必要な費用の額については、発注者と受注

者が協議して定める。 

 

（サービス対価の変更等に代える要求水準書の変更） 

第 62 条 発注者は、第 16 条第３項、第 17 条３項、第 27 条第５項、第 29 条第６項、

第 31 条第３項、第 34 条第４項、第 45 条第３項、第 47 条第５項、第 52 条第２項、

第 59 条及び第 60 条までの規定によりサービス対価を増額すべき場合又は費用を負

担すべき場合において、特別の理由があるときは、サービス対価の増額又は負担額の

全部若しくは一部に代えて要求水準書を変更することができる。 

２ 受注者は、第 16 条第３項、第 17 条第３項、第 53 条、第 59 条及び第 60 条までの

規定によりサービス対価を減額すべき場合又は費用を負担すべき場合において、サー

ビス対価の減額又は負担額の全部若しくは一部に代えて要求水準書の変更その他の

受注者によるサービス内容の向上を提案することができる。 

３ 第１項又は前項の場合において、要求水準書の変更内容は、発注者と受注者が協議
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して定める。ただし、協議開始から 14 日以内に協議が整わない場合には、発注者が

定め、受注者に通知する。 

４ 前項の協議開始の日については、発注者が受注者の意見を聴いて定め、受注者に通

知しなければならない。ただし、発注者がサービス対価を増額すべき事由又は費用を

負担すべき事由が生じた日から 10 日以内に協議開始の日を通知しない場合には、受

注者は、協議開始の日を定め、発注者に通知することができる。 

 

（発注者の解除権） 

第 63 条 発注者は、受注者が次の各号のいずれかに該当するときは、この契約の全部

又は一部を解除することができる。 

(1) 発注者が相当の期間を定めて催告したにもかかわらず、正当な理由なく、設計又

は工事に着手すべき期日を過ぎても設計又は工事に着手しないとき。 

(2) 発注者が相当の期間を定めて催告したにもかかわらず、受注者の責に帰すべき事

由により整備対象設備の引渡しが行われないとき又は引渡予定日経過後相当の期

間内に整備対象設備を引き渡す見込みが明らかにないと認められるとき。 

(3) 維持管理業務について要求水準書に従った義務の履行を行わない場合であって、

第 57 条の規定による減額又は控除をした後、再度発注者が是正期間を定めて是正

を指示したにもかかわらず、合理的な理由なく、その期間内に改善が認められない

場合により発注者がこの契約を解除する権利を取得するに至ったとき。 

(4) その破産、会社更生、民事再生若しくは特別清算の手続の開始その他これらに類

似する倒産手続の開始の申立てを取締役会において決議したとき又は第三者の申

立てによって当該手続が開始されたとき。 

(5) この事業の遂行を放棄し、当該状態が 30日以上継続したとき。 

(6) 第 42 条第１項の月次報告書に重要な事項についての虚偽の記載をしたとき。 

(7) 第 66 条又は第 67 条第３項の規定によらないでこの契約の解除を申し出たとき。 

(8) 大阪市と●の間で締結された令和●年●月●日付大阪市立小学校体育館空調設

備整備事業基本協定書（その後の変更を含み、以下「基本協定」という。）が構成員

等の責に帰すべき事由により解除されたとき。 

(9) 前各号に掲げる場合のほか、発注者が相当の期間を定めて催告したにもかかわら

ず、この契約上の義務に違反し、かつ、その違反によりこの契約の目的を達するこ

とができないと認められるとき。 

２ 発注者は、いずれかの構成員等又は受注者が次の各号のいずれかに該当するときは、

この契約の全部又は一部を解除することができる。  

(1) 役員等が暴力団員であると認められるとき。  

(2) 暴力団又は暴力団員が経営に実質的に関与していると認められるとき。 

(3) 役員等が自己、自社若しくは第三者の不正の利益を図る目的又は第三者に損害を

加える目的をもって、暴力団又は暴力団員を利用するなどしたと認められるとき。  

(4) 役員等が、暴力団又は暴力団員に対して資金等を供給し、又は便宜を供与するな

ど直接的あるいは積極的に暴力団の維持、運営に協力し、若しくは関与していると

認められるとき。 
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(5) 役員等が暴力団又は暴力団員と社会的に非難されるべき関係を有していると認

められるとき。 

(6) 再委託契約その他の契約にあたり、その相手方が第１号から前号までのいずれか

に該当することを知りながら、当該者と契約を締結したと認められるとき。 

(7) いずれかの構成員等又は受注者が、第１号から第５号までのいずれかに該当する

者を再委託契約その他の契約の相手方としていた場合（前号に該当する場合を除

く。）に、発注者が当該構成員等又は受注者に対して当該契約の解除を求め、当該

構成員等又は受注者がこれに従わなかったとき。 

３ 第１項又は前項の規定によりこの契約が解除された場合には、受注者は、次の各号

に掲げる区分に従い、次の各号に掲げる額を違約金として発注者の指定する期間内に

支払わなければならない。 

(1) 第 36 条第５項に規定する完成確認書の交付前に解除された場合 設計・施工等

に係るサービス対価（設計・施工等に係る資金調達に伴う利息相当額のサービス対

価を除き、消費税及び地方消費税相当額を含む金●円）の 10 分の１（前項の規定

により契約が解除された場合においては 10 分の２。次号において同じ。）に相当す

る額 

(2) 第 36 条第５項に規定する完成確認書の交付後に解除された場合 １事業年度の

維持管理のサービス対価に相当する額（消費税及び地方消費税相当額を含む金●円）

の 10 分の１に相当する額 

 

第 64 条 発注者は、事業を継続する必要がなくなった場合その他の事由により必要が

あると認めるときは、この契約の全部又は一部を解除することができる。 

２ 発注者は、前項の規定により契約を解除したことにより受注者に損害を及ぼしたと

きは、その損害を賠償しなければならない。 

 

（不当な取引制限等に係る損害賠償の予約）  

第 65 条 受注者は、構成員等につき、次の各号のいずれかに該当するときは、発注者

に対し、損害賠償金として、この契約の請負代金額の 100 分の 20 に相当する額（た

だし、基本協定第 10 条に基づき構成員等が違約金を支払っている場合は、当該支払

済みの金額を控除した額とする。）を、発注者の指定する期間内に納付しなければな

らない。この契約が履行された場合において次の各号のいずれかに該当するときも、

同様とする。 

(1) 構成員等が、この契約について、私的独占の禁止及び公正取引の確保に関する法

律（昭和 22 年法律第 54 号。以下「独占禁止法」という。）第３条又は第８条第１

号の規定に違反するとして、排除措置命令等（独占禁止法第 49 条に規定する排除

措置命令又は独占禁止法第 62 条第１項に規定する納付命令（同法第７条の９第２

項又は第 20 条の２から第 20 条の６までの規定による命令を除く。以下「納付命

令」という。）をいう。以下同じ。）を受け、これらが確定したとき（確定した納付

命令が独占禁止法第 63条第２項に基づき取り消されたときを含む。以下同じ。）。 

(2) この契約について、確定した排除措置命令等（構成員等以外の者に対するものに
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限る。）において、独占禁止法第３条又は第８条第１号の規定に違反する行為があ

ったとされたとき。 

(3) 確定した排除措置命令等において、構成員等に独占禁止法第３条又は第８条第１

号の規定に違反する行為があったとされた期間及び当該行為の対象となった取引

分野が示された場合（この契約が示された場合を除く。）に、この契約が、当該期

間における入札又は見積書の徴取によるものであり、かつ、当該取引分野に該当す

るとき。 

(4) 構成員等又は構成員等の役員若しくは使用人が、この契約について、刑法（明治

40 年法律第 45 号）第 96 条の６又は独占禁止法第 89 条第１項若しくは第 95 条第

１項第１号の規定に該当することにより有罪判決を受け、当該判決が確定したとき。 

２ 前項の場合において、構成員等がこの契約について行った独占禁止法第３条若しく

は第８条第１号の規定に違反する行為又は構成員等若しくは構成員等の役員若しく

は使用人がこの契約について行った刑法第 96 条の６に規定する行為により発注者が

受けた損害額から前項の規定に基づき納付される額を控除して残余の額があるとき

は、発注者は、当該残余の額についてさらに損害賠償を請求する。 

３ 第１項の規定により構成員等が損害賠償金を納付する場合においては、当該損害賠

償金のうち、当該契約に係る支払済みの代金の契約金額に対する割合に相当する部分

について、当該代金の支払の日から、支払の日における民法第 404 条第２項から第５

項までの規定による法定利率の割合による利息を付さなければならない。 

 

（受注者の解除権） 

第 66 条 受注者は、次の各号のいずれかに該当するときは、この契約の全部又は一部

を解除することができる。 

(1) 発注者がサービス対価の支払を遅延し、受注者が相当の期間を定めて催告したに

もかかわらず、当該義務を履行しないとき。 

(2) 受注者が相当の期間を定めて催告したにもかかわらず、発注者が契約上の義務に

違反し、かつ、その違反によりこの契約の履行が困難となったとき。 

(3) 第 27 条の規定による工事の施工の中止期間が６月を超えたとき。ただし、中止

が工事の一部のみの場合は、その一部を除いた他の部分の工事が完成した後３月を

経過しても、なおその中止が解除されないとき。 

２ 受注者は、前項の規定によりこの契約を解除した場合において、損害があるときは、

その損害の賠償を発注者に請求することができる。 

 

（不可抗力又は法令変更等による解除権） 

第 67 条 不可抗力又は法令変更等により、受注者による事業の継続が不可能となった

場合又は事業の継続に過分の費用を要する場合において、不可抗力事由等の発生の日

から 14 日を経過しても第 27 条第４項若しくは第 44 条第４項の協議が整わないとき

又は第 51 条第１項の通知の日から 14 日を経過しても同条第５項の協議が整わない

ときは、発注者は、この契約の全部又は一部を解除することができる。 

２ 発注者は、前項の規定によりこの契約を解除したことにより受注者に損害を及ぼし
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たときは、その損害を賠償しなければならない。この場合において、施工期間中の不

可抗力による工事目的物、仮設物又は工事現場に搬入済みの工事材料若しくは建設機

械器具の損害に係る発注者の負担については、第 34 条に定めるところによる。 

３ 不可抗力又は法令変更等により、維持管理業務の中止期間が６月を超えた場合にお

いては、受注者は、この契約の全部又は一部を解除することができる。ただし、中止

が維持管理業務の一部のみの場合には、その一部を除いた他の維持管理業務について

はこの限りでない。 

 

（完成前の解除の効力） 

第 68 条 発注者は、第 36 条第５項に規定する完成確認書の交付前にこの契約が解除さ

れた場合においては、出来形部分を検査のうえ、当該検査に合格した部分の引渡しを

受けるものとする。 

２ 発注者は、前項の検査を行う場合において、整備対象設備がこの契約、設計図書又

は関係図書に適合しないと認める相当の理由があり、必要があると認められるときは、

当該相当の理由を受注者に通知して、整備対象設備を最小限度破壊して検査すること

ができる。この場合において、検査及び復旧に直接要する費用は、受注者の負担とす

る。 

３ 発注者は、第１項に規定する引渡しを受けたときは、受注者から支払の請求を受け

た後、一括払で、当該引渡しを受けた出来形部分に相応する設計・施工等に係るサー

ビス対価を受注者に支払わなければならない。この場合において、契約の解除が第 63

条第１項の規定に基づくものであるときは、発注者は、支払うべき設計・施工等に係

るサービス対価と第 63条第３項の違約金を相殺することができる。 

 

（完成後の解除の効力）  

第 69 条 発注者は、第 36 条第５項に規定する完成確認書の交付後にこの契約が解除さ

れた場合においては、受注者にあらかじめ通知を行い、当該解除の日から 14 日以内

に整備対象設備の現況を確認するための検査を行うものとする。この場合において、

発注者は、整備対象設備がこの契約又は関係図書に適合しないと認めるときは、適合

しない事項及び理由並びに是正期間を明示して、その修補を請求することができる。 

２ 前項の修補に要する費用の負担は、次の各号に掲げる修補の発生の原因に応じて、

それぞれ次のとおりとする。 

(1) 不可抗力により生じた損害又は長期間の使用に伴い生ずる劣化で要求水準書に

定める維持管理の方法によってもその発生がやむを得ないと認められるもの 

発注者の負担 

(2) 第三者の責に帰すべき事由により生じた損害で第 47 条第２項に規定するやむを

得ない事由があるもの 

維持管理に係るサービス対価の１年分の 100 分の１を超える額について、発注者

の負担 

(3) 前２号に掲げるもの以外のもの 

受注者の負担 
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３ 発注者は、第１項の検査を行った場合において、整備対象設備がこの契約及び関係

図書に適合すると認めるときは、受注者に対して、その旨を通知しなければならない。 

４ 受注者は、前項の通知を受けたときは、設計・施工等に係るサービス対価の残額の

支払を請求することができる。 

５ 発注者は、前項の規定による請求があったときは、別に定めるところにより、設計・

施工等に係るサービス対価の残額を支払わなければならない。この場合において、契

約の解除が第 63 条第１項の規定に基づくものであるときは、発注者は、支払うべき

設計・施工等に係るサービス対価と同条第３項の違約金を相殺することができる。 

 

（契約期間終了前の検査） 

第 70 条 発注者は、維持管理期間満了の 10 日前までに、受注者に通知を行い、整備対

象設備の現況を確認するための検査を行うことができる。この場合において、発注者

は、整備対象設備がこの契約又は関係図書に適合しないと認めるときは、適合しない

事項及び理由並びに是正期間を明示して、その修補を請求することができる。 

２ 前項の修補に要する費用の負担は、前条第２項に定めるところによる。 

 

（契約終了時の措置） 

第 71 条 受注者は、この契約が終了した場合において、工事用地等に受注者が所有し

又は管理する工事材料、仮設物、機械器具その他の物件（受注者が使用する構成企業

等その他の第三者が所有し又は管理するこれらの物件を含む。以下本条において同

じ。）があるときは、受注者は、当該物件を撤去するとともに、整備対象設備を修復

し、取り片付けて、発注者に明け渡さなければならない。 

２ 前項の場合において、受注者が正当な理由なく、相当の期間内に当該物件を撤去せ

ず、又は工事用地等若しくは整備対象設備の修復若しくは取片付けを行わないときは、

発注者は、受注者に代わって当該物件を処分し、整備対象設備を修復し、又は取片付

けを行うことができる。この場合においては、受注者は、発注者の処分又は修復若し

くは取片付けについて異議を申し出ることができず、また、発注者の処分又は修復若

しくは取片付けに要した費用を負担しなければならない。 

３ 第１項に規定する受注者のとるべき措置の期限、方法等については、発注者が受注

者の意見を聴いて定めるものとする。 

４ 受注者は、この契約が終了した場合においては、発注者に対し、整備対象設備を維

持管理するために必要なすべての書類を引き渡さなければならない。 

 

（受注者が第三者と締結する損害賠償額の予定等） 

第 72 条 第 27条第５項、第 29 条第６項、第 31条第３項、第 52条第２項、第 64条第

２項、第 66条第２項及び第 67 条第２項の規定により発注者が増加費用又は損害を負

担し、又は賠償する場合において、当該増加費用又は損害が選定事業を行うため受注

者が第三者（受注者に融資した金融機関等を除く。）と締結した契約により支払うべ

き損害賠償額の予定その他の契約終了又は変更時に支払うべき金銭債務に基づくも

のであるときは、発注者が負担し、又は賠償する増加費用又は損害の額は、当該第三
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者に現に生じた損害であって、通常生ずべきものの額に限る。 

 

（遅延損害金） 

第 73 条 この契約に基づいて履行すべきサービス対価の支払が遅れた場合においては、

受注者は、未受領金額につき、遅延日数に応じ、政府契約の支払遅延防止等に関する

法律（昭和 24 年法律第 256 号）第８条第１項の規定に基づき財務大臣が銀行の一般

貸付利率を勘案して決定する率を乗じて計算した額の遅延利息の支払を発注者に請

求することができる。 

２ 受注者の責に帰すべき事由により受注者がこの契約に基づいて履行すべき支払が

遅れた場合においては、発注者は、未受領金額につき、遅延日数に応じ、政府契約の

支払遅延防止等に関する法律第８条第１項の規定に基づき財務大臣が銀行の一般貸

付利率を勘案して決定する率を乗じて計算した額の支払を受注者に請求することが

できる。 

３ 受注者の責に帰すべき事由により引渡予定日に整備対象設備を発注者に引き渡す

ことができない場合においては、発注者は、損害金の支払を受注者に請求することが

できる。 

４ 前項の損害金の額は、設計・施工等に係るサービス対価（設計・施工等に係る資金

調達に伴う利息相当額を除く。）につき、遅延日数に応じ、政府契約の支払遅延防止

等に関する法律第８条第１項の規定に基づき財務大臣が銀行の一般貸付利率を勘案

して決定する率を乗じて計算した額とする。 

 

（建設工事保険等） 

第 74 条 受注者は、整備対象設備、工事材料等を、別紙７の定めるところにより、建

設工事保険その他の保険（これに準ずるものを含む。以下本条において同じ。）に付

さなければならない。 

２ 受注者は、別紙７の定めるところにより、第三者賠償責任保険その他の保険に加入

しなければならない。 

３ 受注者は、第１項又は前項の規定により保険契約を締結したときは、直ちにその保

険証券又はその写しを発注者に提出しなければならない。 

４ 受注者は、選定事業を実施するため第１項又は第２項の規定による保険以外の保険

に加入したときは、直ちにその旨を発注者に通知しなければならない。 

 

（経営状況の報告） 

第 75 条 受注者の事業年度は、毎年４月１日に始まり、翌年３月 31 日に終わる。 

２ 受注者は、毎事業年度、事業計画及び資金計画を作成し、当該事業年度の開始前に、

発注者に提出しなければならない。 

３ 受注者は、事業年度の末日から３月以内に、監査済み計算書類等（会社法（平成 17

年法律第 86 号）第 442 条第１項に規定する計算書類等をいう。）及び年度事業報告を

発注者に提出しなければならない。 

４ 発注者は、第２項又は第３項の規定に基づき提出された書類に記録された情報につ
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いて、大阪市情報公開条例（平成 13 年大阪市条例第３号）その他の法令の規定の定

めるところにより開示することができる。 

５ 発注者は、この事業の健全かつ適切な運営を確保するため必要があると認めるとき

は、その費用負担において、その指名する公認会計士又は監査法人に受注者の財務状

況を調査させることができる。 

 

（守秘義務） 

第 76 条 発注者は、選定事業の実施に関して知り得た受注者の秘密を漏らし、又は盗

用してはならない。ただし、大阪市情報公開条例第７条に規定する非公開情報以外の

情報については、この限りでない。 

２ 受注者は、選定事業の実施に関して知り得た秘密を漏らし、又は盗用してはならな

い。 

３ 受注者は、選定事業を実施するため必要なものとして発注者の承諾を受けた場合に

限り、第三者に対して選定事業の実施に関して知り得た秘密を開示することができる。

ただし、選定事業に関して弁護士、公認会計士又は税理士に業務を委託する場合にお

いては、発注者の承諾を要しない。 

４ 前項に基づき受注者が秘密を開示する場合においては、受注者は、当該第三者に対

して守秘義務を負わせ、その他秘密を保持するため必要な措置を講ずるものとする。 

 

（著作権の利用等） 

第 77 条 成果物（設計図書その他の受注者がこの契約又は発注者の請求により発注者

に提出した一切の書面、写真、映像等をいう。この条において同じ。）又は整備対象

設備が著作権法（昭和 45 年法律第 48 号）第２条第１項第１号に規定する著作物（次

項において「著作物」という。）に該当する場合においては、著作権法第２章及び第

３章に規定する著作者の権利は、著作権法の定めるところに従うものとする。 

２ 発注者は、成果物又は整備対象設備が著作物に該当する場合においては、発注者の

裁量により利用する権利を有するものとする。 

３ 受注者は、発注者に対し、整備対象設備の修繕、維持管理、広報等に必要な範囲に

おいて、成果物を発注者が自ら複製し、若しくは翻案、変形、改変その他の修正を行

うこと又は発注者の委託した第三者に複製させ、若しくは翻案、変形、改変その他の

修正を行わせることを許諾する。 

４ 受注者は、発注者に対し、次に掲げる整備対象設備の利用を許諾する。 

(1) 整備対象設備を写真、模型、絵画その他の媒体により表現すること。 

(2) 整備対象設備を修繕により改変し、又は取り壊すこと。 

５ 受注者は、発注者に対し、成果物又は整備対象設備の内容を自由に公表することを

許諾する。 

６ 受注者は、次の行為をしてはならない。ただし、あらかじめ、発注者の承諾を得た

場合は、この限りでない。 

(1) 成果物又は整備対象設備の内容を公表すること。 

(2) 整備対象設備に受注者の実名又は変名を表示すること。 
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７ 受注者は、第３項又は第４項の場合において、著作権法第 19条第１項及び第 20 条

第１項の権利を行使せず、又は行使させないものとする。 

８ 受注者は、成果物又は整備対象設備に係る著作権法第２章及び第３章に規定する受

注者の権利を譲渡し、又は承継させてはならない。ただし、あらかじめ、発注者の承

諾を得た場合は、この限りでない。 

９ 受注者は、この契約の履行に当たり、第三者の有する知的財産権（知的財産基本法

（平成 14 年法律第 122 号）第２条第２項に規定する知的財産権をいう。次項におい

て同じ。）を侵害するものでないことを、発注者に対して保証する。 

10 成果物又は整備対象設備が第三者の有する知的財産権を侵害した場合において、当

該第三者に対して損害の賠償を行い、又は必要な措置を講じなければならないときは、

受注者がその賠償額を負担し、又は必要な措置を講ずるものとする。ただし、当該知

的財産権の侵害が、発注者が特に指定した工事材料、施工方法、維持管理方法等を使

用したことによる場合においては、この限りでない。 

11 この条の規定は、この契約の終了後もなお効力を有するものとする。 

 

（定めのない事項等） 

第 78 条 この契約に定めのない事項について定める必要が生じたとき又はこの契約の

解釈若しくはこの契約の規定事項の事実への適用に関して疑義が生じたときは、その

都度、発注者及び受注者が誠実に協議のうえ、これを定めるものとする。 
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別紙１ 支払金額等 

 

契約期間全体の支払金額及びその内訳 

 

契約金額（対価の総額） 金【        】円 

 

ただし、設計変更、物価変動及び法令の変更による設計・施工等のサービス対価及

び維持管理のサービス対価の増減額等により、契約金額、内訳及び各期の支払金額

は、発注者受注者協議のうえ、変更することがある。 

 

（内訳） 

設計・施工等のサービス対価  【      】円 

サービス対価Ａ（消費税及び地方消費税抜き） 【    】円 

上記サービス対価Ａに係る消費税及び地方消費税 【    】円 

合計 【    】円 

 

維持管理のサービス対価    【      】円 

サービス対価Ｂ（消費税及び地方消費税抜き） 【    】円 

上記サービス対価Ｂに係る消費税及び地方消費税 【    】円 

合計 【    】円 
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支払金額及びその内訳 

 

(1) 各期の支払総額 

 

支払対象期 

各期の支払総額 

合計額 うち税抜価格 
うち消費税 

及び地方消費税 

令和８年度 円 円 円 

令和９年度 円 円 円 

令和10年度 円 円 円 

令和11年度 円 円 円 

令和12年度 円 円 円 

令和13年度 円 円 円 

令和14年度 円 円 円 

令和15年度 円 円 円 

令和16年度 円 円 円 

令和17年度 円 円 円 

令和18年度 円 円 円 

令和19年度 円 円 円 

令和20年度 円 円 円 

令和21年度 円 円 円 

令和22年度 円 円 円 

令和23年度 円 円 円 
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(2) 設計・施工等のサービス対価の各期支払金額 

 

支払対象期 

各期の支払総額 

合計額 うち税抜価格 
うち消費税 

及び地方消費税 

令和８年度 円 円 円 

令和９年度 円 円 円 

令和10年度 円 円 円 
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(3) 維持管理のサービス対価の各期支払金額 

 

支払対象期 

各期の支払総額 

合計額 うち税抜価格 
うち消費税 

及び地方消費税 

令和８年度 円 円 円 

令和９年度 円 円 円 

令和10年度 円 円 円 

令和11年度 円 円 円 

令和12年度 円 円 円 

令和13年度 円 円 円 

令和14年度 円 円 円 

令和15年度 円 円 円 

令和16年度 円 円 円 

令和17年度 円 円 円 

令和18年度 円 円 円 

令和19年度 円 円 円 

令和20年度 円 円 円 

令和21年度 円 円 円 

令和22年度 円 円 円 

令和23年度 円 円 円 
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別紙２ サービス対価の支払方法 

 

１ サービス対価の構成 

発注者が受注者に対して支払うサービス対価は、以下に示す設計・施工等のサービ

ス対価と、維持管理のサービス対価により構成される。 

設計・施工等のサービス対価は、設計業務、施工業務、工事監理業務に係る費用に

加えて、ＳＰＣ設立費等の開業準備費等を含む。 

維持管理のサービス対価は、維持管理業務に係る費用に加えて、ＳＰＣの運営費等

を含む。 

項目 内訳 内容 

設計・施工等の

サービス対価 

サービス対価Ａ ・設計に係る費用 

・施工に係る費用 

・工事監理に係る費用 

・所有権移転に係る費用 

・建中金利 

・融資組成費用 

・ＳＰＣ設立に係る費用 

維持管理の 

サービス対価 

サービス対価Ｂ ・維持管理に係る費用 

・ＳＰＣ運営費 

・その他維持管理を行うために必要となる

費用 等 

 

２ サービス対価の支払方法 

設計・施工等のサービス対価は「サービス対価Ａ」、維持管理のサービス対価は

「サービス対価Ｂ」で構成される。各サービス対価については、下記規定により算出

のうえ、支払う。 

(1) サービス対価Ａ 

サービス対価Ａは、整備対象設備（対象校ごと）の引渡しを受けてから、年度ご

とに支払う。 

施工期間の各事業年度分として、各事業年度の３月末日までに引渡しを受けた整

備対象設備（対象校ごと）に係る費用について支払う。なお、事業を実施するにあ

たり必要となるＳＰＣ設立費等の開業準備費については、令和８年度の引渡し分の費

用として扱う。支払いについては、各事業年度の業務終了後、発注者は受注者から

請求を受けた日から30日以内に支払う。 

 

(2) サービス対価Ｂ 

サービス対価Ｂは、整備対象設備（対象校ごと）の引渡し日が属する月の翌月初日

以降、維持管理期間中に行われた維持管理業務等に係る費用として、年度ごとに支

払う。支払いについては、各事業年度の業務終了後、発注者によるモニタリングの

後、発注者は受注者から請求を受けた日から30日以内に支払う。 
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別紙３ 設計・施工等のサービス対価の改定方法 

 

１ 対象校の統合等に伴う改定 

対象校の統合等に伴い、対象校が本事業の対象から除外される場合は、サービス対価

Ａの金額の改定を行う。 

入札金額の学校別・費目別内訳が示された様式集の様式４－３に基づき、本事業の対

象から除外される学校に係る設計・施工・工事監理業務費分を、サービス対価Ａから減

額できるものとする。 

 

２ 物価変動に基づく改定 

(1) 対象となるサービス対価 

サービス対価Ａ 

 

(2) 改定方法 

① 改定の時期 

物価変動に伴うサービス対価Ａの改定は、施工期間中（着工時から各年度末の

２か月前までの期間）に請求することができる。 

 

② 対象となる費用 

設計業務費、工事監理業務費を除いた、施工業務費及び共通費など工事施工に

必要となる経費とする。 

 

③ 改定方法 

設計・施工等のサービス対価の改定に関する基本的考え方は下記とする。 

ただし、下記による改定方法と実情が乖離している場合には、受注者は、客観

的根拠資料を提示することにより改定方法について協議できることとし、発注者

は、必要と認められる場合は、下記以外の方法により改定することができるもの

とする。 

・ 設計・施工等のサービス対価（公租公課を除く。）については、事業契約書

等に基づいて決定される金額を基に物価変動率を勘案して改定するものと

し、改定方法については、令和７年７月の「建築費指数統計表 建築費指数

（2015年基準）都市別指数（９都市） 大阪 建物種類：学校（RC） 設備

（一般財団法人建設物価調査会）」（以降、建築費指数という。）を用い、

各業務着工時期の同指数と比較して 1.5％以上の差が生じた場合、生じた差

分に応じて設計・施工等のサービス対価の改定を行う。 

・ 施工の物価変動に基づく設計・施工等のサービス対価の改定は、次式によっ

て表されるものとする。 

【工事着工日の属する月の建築費指数】÷【令和７年７月の建築費指数】－１ 

※物価変動率に小数点以下第３位未満の端数が生じた場合は、これを切り捨て

るものとする。 
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物価変動率＞0.015 の場合 

改定後の施設整備費＝提案時の施設整備費×(１＋(物価変動率)－0.015) 

 

物価変動率＜－0.015 の場合 

改定後の施設整備費＝提案時の施設整備費×(１＋(物価変動率)＋0.015) 

 

３ 消費税法変更に基づく改定 

設計・施工等のサービス対価に関する消費税法が変更された場合、新たな消費税法 

による消費税率に基づいて算出する。 

 

４ その他 

改定後のサービス対価の円未満の部分は切り捨てる。 
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別紙４ 維持管理のサービス対価の改定方法 

 

１ 対象校の統合等に伴う改定 

対象校の統合等に伴い、対象校が本事業の対象から除外される場合は、サービス対価

Ｂの金額の改定を行う。 

入札金額の学校別・費目別内訳が示された様式集の様式４－３に基づき、本事業の対

象から除外される学校に係る維持管理業務費分を、サービス対価Ｂから減額できるも

のとする。 

 

２ 物価変動に基づく改定 

(1) 対象となるサービス対価 

サービス対価Ｂ 

 

(2) 改定方法 

維持管理のサービス対価の改定に関する基本的考え方は下記の通りとする。 

・ 維持管理のサービス対価（公租公課を除く。）については、事業契約書等に基

づいて決定される金額を基に物価変動率を勘案して改定するものとする。 

・ 改定方法については、毎年６月の「企業向けサービス価格指数：日本銀行調査

統計局」を用い、前回改定年度の前年（初回の改定時に対しては令和６年）の

１月から 12 月までの指数の平均値と比較して 3.0％以上の差が生じた場合又

は初回若しくは前回改定年度から累積で 3.0％以上の差が生じた場合に、表に

定める指標に基づき、次年度分のサービス対価の改定を行う。ただし、企業向

けサービス価格指数の消費税増税に伴う増加分については対象外とするとと

もに、企業向けサービス価格指数が著しく変動した場合は、厚生労働省の毎月

勤労者統計調査の結果等も考慮し、市場価格の実態に合うよう、発注者及び受

注者の協議によるものとする。 

 

対象 指標 

維持管理業務 
「企業向けサービス価格指数」 

建物サービス（日本銀行調査統計局） 

 

・ 各年度の維持管理のサービス対価は、次式によって表されるものとする。 

Ｐ(ｔ)＝Ｐｓ(ｔ)×ＣＳＰＩ(ｔ－１)/ＣＳＰＩｓ 

 

＜凡例＞ 

Ｐ(t)：ｔ年度（ｔ年４月から（ｔ＋１）年３月）のサービス対価 

Ｐｓ(t)：事業契約書等に示すｔ年度のサービス対価 

ＣＳＰＩ(ｔ－１)：(ｔ－１)年の６月の企業向けサービス価格指数

（Corporate  Service Price Index） 
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ＣＳＰＩｓ：前回改定年度の前年（初回の改定時に対しては令和６年）１月

から 12 月までの企業向けサービス価格指数（Corporate 

Service Price Index）又は消費者物価指数（Consumer Price 

Index）の平均値 

 

※改定率（ＣＳＰＩ(ｔ－1)/ＣＳＰＩｓ）に小数点以下第３位未満の端数が  

生じた場合は、これを切り捨てるものとする。 

※計算の結果、円単位未満の端数が生じた場合には、これを切り捨てるもの

とする。 

※ｔ年度のサービス対価が改定される場合、（ｔ＋１）年度以降のサービス

対価も、上記の改定率を乗じた額に改定されるものとする。 

 

・ 改定に係る協議は毎年度１回（９月上旬頃）とし、次年度以降のサービス対価

に反映させるものとする。なお、初回の改定に係る協議は維持管理業務開始年

度の前年の９月上旬に行い、改定を行うこととなった場合は、維持管理業務開

始年度以降の維持管理のサービス対価に反映させるものとする。 

・ 技術革新等により維持管理に係る費用が著しく縮減する場合には、発注者及び

受注者の協議により改定するものとする。 

 

３ 消費税法変更に基づく改定 

維持管理のサービス対価に関する消費税法が変更された場合、新たな消費税法によ

る消費税率に基づいて算出する。 

 

４ その他 

改定後のサービス対価の１円未満の部分は切り捨てる。 
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別紙５ 不可抗力による追加費用又は損害の負担割合 

 

１ 設計・施工等に関する不可抗力 

各対象校に係る整備対象設備の引渡し前に不可抗力事由が生じ、これにより受注者

に発生した当該整備対象設備の設計・施工等に関する合理的な範囲内の追加費用又は

損害については、第 54 条から第 57 条までに規定する対価のうち、当該整備対象設備

に係る設計・施工等のサービス対価（消費税等の税率はこの契約締結時の税率とする。

以下同じ。）の 100分の１に至るまでは受注者が負担するものとし、これを超える額に

ついては発注者が負担する。 

また、各対象校に係る整備対象設備の引渡し前に不可抗力事由に該当する複数の事

由が発生し、各事由について、受注者に追加費用又は損害が生じた場合には、それらの

追加費用又は損害の額をすべて合計したうえで、当該整備対象設備に係る設計・施工等

のサービス対価の 100 分の１に至るまでは受注者が負担するものとし、これを超える

額については発注者が負担する。 

ただし、発注者又は受注者が別紙７（受注者に付保が義務付けられている保険契約）

に記載する保険に基づき保険金を受領した場合、当該保険金は、まず、発注者が負担す

べき追加費用又は損害に充当し、その充当後も残余があるときは、当該残余額につき、

受注者が負担すべき追加費用又は損害に充当する。 

 

２ 維持管理業務に関する不可抗力 

維持管理業務の実施中に不可抗力が生じた場合、これにより、一事業年度内に受注者

に発生した維持管理業務に関する合理的な範囲内の追加費用又は損害の累積額のうち、

当該年度の維持管理のサービス対価（消費税等の税率は当該対価の支払時の税率とし、

支払額を合算する。以下同じ。）の 100 分の１に至るまでは受注者が負担するものと

し、これを超える額については発注者が負担する。 

また、一事業年度内に不可抗力事由に該当する複数の事由が発生し、各事由につい

て、受注者に追加費用又は損害が生じた場合には、それらの追加費用又は損害の額をす

べて合計したうえで、当該年度の維持管理のサービス対価の 100 分の１に至るまでは

受注者が負担するものとし、これを超える額については発注者が負担する。 

ただし、別紙７（受注者に付保が義務付けられている保険契約）に記載する保険に基

づき発注者又は受注者が保険金を受領した場合、当該保険金は、まず、発注者が負担す

べき追加費用又は損害に充当し、その充当後も残余があるときは、当該残余額につき、

受注者が負担すべき追加費用又は損害に充当する。 
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別紙６ モニタリングの方法及びモニタリング結果等に基づく対価の減額方法 

 

整備対象設備の性能及び維持管理業務に関するモニタリング及びその不履行に対す

る改善要求措置等手続は、原則として次のとおりとし、この契約の締結後、発注者と

受注者で手続きの詳細について協議したうえで、発注者が決定する。 

 

１ モニタリングの種類 

本別紙で規定する発注者が行うモニタリングは、維持管理期間中に定期的又は随時

実施する、以下の①から③に定める３種類のモニタリングとする。 

なお、設計、施工及び引渡し時のモニタリングは、この契約に定める設計、施工時に

行う検査等として行うものとする。また、事業期間終了時におけるモニタリング（整備

対象設備の性能の確認及びその他事業指針に定める水準の確認）の方法等は、本別紙等

を参考に、事業期間終了の３か月前までに、発注者と受注者で協議のうえ、発注者が定

めるものとする。 

① 整備対象設備の性能に係るモニタリング 

② 維持管理業務に係るモニタリング 

③ 財務モニタリング 

 

２ モニタリングの基準 

発注者が行うモニタリングの基準は、以下のとおりとする。なお、財務モニタリング

の基準、方法については「７ 財務モニタリング」を参照のこと。 

(1) 整備対象設備に係る性能基準 

受注者は、要求水準書及び事業者提案書類に基づいて、整備対象設備に係る性能基

準（エネルギー消費性能（燃費）、室内機の音、風量、気流、室外機の騒音、振動、

臭気等）を定め、発注者の承諾を得て、維持管理業務計画書に記載する。 

 

(2) 維持管理業務に係る業務水準 

受注者は、要求水準書及び事業者提案書類に基づいて、維持管理業務に係る水準

（業務内容、実施体制、実施方法、実施手順、実施頻度、その他必要な事項）を定め、

発注者の承諾を得て、維持管理業務計画書に記載する。 

 

３ モニタリングに係る受注者の義務 

(1) 受注者の証明義務 

受注者は、整備対象設備の性能が整備対象設備に係る性能基準を満たしているこ

と、維持管理業務の実施内容が維持管理業務に係る業務水準を満たしていること、そ

の他この契約に定める受注者の義務の履行が適切に行われていることを、発注者に

対して説明し、証明する義務を負う。また、発注者は受注者に対して、この契約に定

める受注者の義務の履行が適切に行われていることの証明を求めることができる。 
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(2) マネジメントシステムを構築する義務 

受注者は、この契約や事業指針に基づいて、整備対象設備の性能が整備対象設備に

係る性能基準を満たし、維持管理業務の実施内容が維持管理業務に係る業務水準を

満たし、その他この契約に定める業務を適切に遂行するための仕組みを構築し、事業

期間にわたって維持、改善するものとする。これらの仕組みは、受注者が文書化（原

則として、維持管理業務計画書及びその付属書類に定めるものとする。）することと

する。また、業務の実施結果は適切に記録し、事業期間終了まで保管するものとする。 

さらに、発注者によるモニタリング、セルフモニタリング、故障への対応及び苦

情・要望等への対応等の結果、維持管理業務計画書で定める業務内容の見直しが必要

となった場合には、発注者と協議のうえ、業務内容・方法等の見直し等の改善を行い、

発注者の承諾を得るものとする。 

 

(3) セルフモニタリングを行う義務 

受注者は、自らの費用負担において、整備対象設備の性能及び維持管理業務に関し

て、整備対象設備に係る性能基準及び維持管理業務に係る業務水準を充たすことを

確認するためにセルフモニタリングを行い、その結果を、定期的に書面にて発注者に

報告しなければならない。また、セルフモニタリングには、本別紙を含むこの契約に

定める発注者のモニタリングの内容を包含していなければならない。 

なお、発注者は、受注者が行ったセルフモニタリングの結果を、発注者が行うモニ

タリングに活用することができる。 

 

(4) 発注者が行うモニタリングへの協力義務 

発注者は、維持管理業務について、受注者に事前に通知したうえで、受注者に対し

て説明を求め、又はその維持管理状況を立会いのうえ、確認することができる。受注

者は、当該説明及び確認の実施につき発注者に対して最大限の協力を行うものとす

る。なお、当該説明又は確認の結果、受注者による維持管理状況が、受注者の提案水

準を達成していないことが判明した場合、発注者は受注者に対してその是正を指導

するものとし、受注者は随時、対応状況を発注者に対して報告しなければならない。 

発注者は、説明要求及び説明の実施、立会いの実施を理由として、維持管理業務の

全部又は一部について、何らの責任を負担するものではない。 

 

(5) その他必要な措置を行う義務 

受注者は、上記に定める義務だけでなく、必要に応じてこの契約の履行を円滑に行

うために必要となる措置を行うものとする。 

 

４ 記録 

(1) 整備対象設備の性能に関する記録 

受注者は、少なくとも以下に示す項目について、計測し、記録を残すものとする。

なお、事業者提案において、下記に示す以外のデータの計測の提案がなされた場合に

は、その提案に基づくデータについても、適切に計測し、記録するものとする。 
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① 温度 

事業期間にわたって、１シーズンごとに対象校のうち 10 校程度の対象室の室

内温度及び外気温度等を測定（または計測済みのデータ）し、記録すること。なお、

対象となる学校は発注者が指定する。 

 

② 稼働時間 

各室外機別の月別運転時間を計測し、記録すること。また、各対象室別（室内

機別）の日別、月別運転時間を計測し、記録すること。 

 

③ エネルギー消費量 

本事業に係る各対象校別の月別エネルギー消費量（デマンドを含む。）を計測

し、記録すること。 

 

④ 燃費実績 

各室外機別の全負荷相当運転時間当たりの消費エネルギー量の実績値を算出し、

報告すること。 

 

(2) 維持管理業務に関する記録 

受注者は、維持管理業務を実施した場合には、その都度記録を残さなければならな

い。以下に維持管理業務に関する記録を例示するが、これに限られるものではない。 

（維持管理業務に関する記録の例） 

・シーズンイン点検に関する記録 

・故障、苦情への対応等に関する記録 

・修繕等の対策の状況に関する記録 

・整備対象設備の稼動状況、エネルギー使用量等に関する記録 

・適正化に関する助言の状況に関する記録 

・その他、維持管理業務に関する記録 

 

(3) その他の業務に関する記録 

受注者は、(1)及び(2)で示す以外でも、この契約に関する業務又はこの契約に付随

して業務を行った場合には、その都度記録すること。 

 

５ 整備対象設備の性能に係るモニタリングの方法及び是正措置等 

(1) 整備対象設備の性能に係るモニタリングの方法 

発注者は、整備対象設備の性能に係るモニタリングとして、必要に応じて以下の方

法によるモニタリングを行うものとする。 

① 書類検査による性能モニタリング 

② 実地検査による性能モニタリング 

③ 随時に行う性能モニタリング 
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(2) 書類検査による性能モニタリングの方法 

発注者が行う書類検査による性能モニタリングは、原則として、以下の性能検証項

目、検証方法によって行うものとする。受注者は、発注者が行うモニタリングに必要

な計測、記録を行うとともに、その結果を報告すること。 

なお、受注者は、発注者が行うモニタリング以外に、学校の機器運用上のチェック

（適正利用の助言）を行うため、対象室別の各日稼働時間（各室内機の日ごとの稼働

時間）についても、計測し、記録するものとする。 

性能検証項目 検証方法 

室外機のエ

ネルギー消

費性能 

①受注者は各月の室外機別運転時間を計測し、記録すること。ま

た、月別負荷率を勘案した全負荷相当運転時間を算出し、記録

すること。 

②受注者は当該月のエネルギー消費量を全負荷相当運転時間で

割り、燃費実績（ｋＷ/ｈ又は㎥/ｈ。以下「ａ」という。）を

算出し、記録すること。 

③受注者は、受注者が維持管理業務提出書類（機器一覧表）に記

載した定格燃費に安全率を考慮した燃費（以下「ｂ」という。）

とａを比較した資料を月ごとに作成し、月報とともに発注者に

提出すること。 

④発注者は原則として③の資料をもとに性能達成を判断する。ａ

がｂを上回っていた場合には性能未達の可能性ありと判断し、

受注者に期間を示して原因究明の指示又は是正勧告を行うも

のとする。 

⑤発注者は④に定める場合以外でも、学校からの苦情等により、

整備対象設備に係る性能基準を満たしていないと考えられる

合理的な理由がある場合には、必要に応じて、受注者に期間を

定めて原因究明の指示若しくは是正勧告を行うことができる。 

室内温度 ①受注者は、事業期間にわたって、１シーズンごとに対象校のう

ち 10校の対象室について、整備対象設備を運転させた状態で、

機材を用いた室内温度及び外気温度等の測定を行い、記録し、

その結果を月報とともに発注者に提出するものとする。 

②発注者は原則として①の資料をもとに性能達成を判断する。 

その他の性

能項目 

①受注者は、必要に応じて、その他の性能項目（室内機の音、風

量、気流、室外機の騒音、振動、臭気等）についても検証する

ものとする。 

②発注者は、学校からの苦情等により、その他の性能項目につい

て整備対象設備に係る性能基準を満たしていないと考えられ

る合理的な理由がある場合には、必要に応じて、受注者に期間

を定めて原因究明の指示若しくは是正勧告を行うことができ

る。 



47 

 

(3) 実地検査による性能モニタリングの方法 

書類検査による性能モニタリングの結果、性能が水準に達していない可能性があ

ると認められる場合には、発注者は受注者に対して、実地検査による性能モニタリン

グを求めることができる。実地検査の方法は、受注者が定め、発注者の承諾を得るも

のとする。受注者は実地検査を実施し、発注者は実施検査の方法、検査結果等に基づ

いて、整備対象設備に係る性能基準の達成を判定し、未達成と判断する場合には、受

注者に是正勧告を行うことができる。 

 

(4) 随時に行う性能モニタリングの方法 

受注者は、受注者の責に帰すべき事由により、整備対象設備の故障等、整備対象設

備の利用に支障が生じた場合には、速やかに是正を行って、発注者に報告するものと

する。 

また、受注者は、整備対象設備の故障等が受注者の責に帰すべき事由によらない場

合でも、速やかに対応を行わなければならない。この場合の費用負担についてはこの

契約の定めるところによるものとする。 

発注者は、学校等から整備対象設備の利用に支障が生じた旨の報告を受けた場合

には、速やかに受注者に対応を指示するものとする。また、その原因が受注者の責に

帰すべき事由による場合には、整備対象設備に係る性能基準の未達成を確認して、受

注者に是正勧告を行うものとする。 

 

(5) 整備対象設備の性能が整備対象設備に係る性能基準を満たしていない場合の措置 

発注者によるモニタリングの結果、整備対象設備の性能が整備対象設備に係る性

能基準を満たしていない場合の措置は、以下のとおりとする。 

① 減額ポイントの付与 

発注者によるモニタリングの結果、整備対象設備に係る性能基準を客観的に満

たしていない事項が存在することが判明し、発注者が是正期間を定めて是正を求

めたにもかかわらず、合理的な理由なく、その期間内に改善が認められない場合、

発注者は、受注者に対し、「(6) 整備対象設備の性能に係るサービス対価の減額

方法」の規定に基づき減額ポイントを付与することができる。 

この場合において発注者は、受注者に付与した減額ポイントを基に、「(6) 整

備対象設備の性能に係るサービス対価の減額方法」で定める計算方法に従い算出

した額について、受注者に対して支払うサービス対価から減額する。 

 

② エネルギーコストの負担 

事業期間中に、整備対象設備の性能が、受注者の責に帰すべき事由により、維

持管理業務に係る業務水準を下回ったことに起因して発注者が負担したエネルギ

ーコストについては、発注者は合理的な範囲内で受注者に当該費用の負担を求め

ることができるものとし、受注者はこれを負担しなければならない。 
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③ 損害賠償の請求 

整備対象設備に係る性能基準を客観的に満たしていない事項が存在することが

判明し、かつその事由が契約不適合、受注者の故意又は重過失によるものである

ことが判明した場合、かつ①に定める対価の減額分を超える損害が発注者に発生

する場合、発注者は損害のうちの超過部分に相当する部分について、受注者に損

害賠償を請求することができる。 

 

(6) 整備対象設備の性能に係るサービス対価の減額方法 

① 減額ポイントの付与対象となる事態 

「(5) 整備対象設備の性能が整備対象設備に係る性能基準を満たしていない

場合の措置」の「① 減額ポイントの付与」に基づき付与した減額ポイントは、

半期ごとに集計し、その合計が一定値に達した場合には、当該年度に支払う設計・

施工等のサービス対価に一定の割合をかけて算出する金額を当該年度に支払う

サービス対価から減額する。 

整備対象設備の性能が整備対象設備に係る性能水準を満たしていない場合とし

て減額ポイントの付与対象となる事態の例は、以下ア）又はイ）のとおりである。

なお、この場合の整備対象設備とは、室内機１台からとする。 

 

ア）整備対象設備の利用に当たり、明らかに重大な支障がある場合 

（明らかに重大な支障がある場合の例） 

 

イ）整備対象設備の利用に当たり、明らかに支障がある場合 

（明らかに支障がある場合の例） 

 

 

• 整備対象設備が故障等により稼働しない。 

• 整備対象設備の安全上の問題（室内機の落下の危険性が明らかに生

じている、冷媒等の漏洩等が発生している等）や著しい性能劣化（当

該整備対象設備の運用によって発生する大きな騒音のため、教育活

動に重大な影響が生じている等）のために使用することができな

い。 

• 整備対象設備が稼働しているにも関わらず、要求水準に示された運

用室内温度に達しない（ただし、外気条件を考慮するものとする。）。 

• 整備対象設備の単位時間当たりの使用エネルギー量（燃費）が、事

業者の提案する水準から乖離した状態が連続的又は断続的に発生

する。 
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② 減額ポイント 

減額ポイントの付与基準は以下のとおりとし、整備対象設備の室単位、１日単

位とする。発注者は、定期モニタリング及び随時モニタリングを経て、対象業務

に対応する当該年度の減額ポイントを確定する。 

ただし、受注者の責に帰すことのできない事由や、事前に受注者の申し出に基

づいて、発注者が減額ポイントの付与対象としないことを承諾していた事由によ

って、整備対象設備に係る性能基準を満たしていない状況が生じた場合には、減

額ポイントを付与しない。 

減額ポイントの付与対象となる事態 付与する減額ポイント 

ア）整備対象設備の利用に当たり、 

明らかに重大な支障がある場合 
１日、１体育館あたり５ポイント 

イ）整備対象設備の利用に当たり、 

明らかに支障がある場合 
１日、１体育館あたり１ポイント 

減額ポイントの付与対象となる事態が確認されてから、当該事態の是正が確認

されるまで、１日ごとの減額ポイントを付与するものとする。 

減額ポイントの付与対象となる事態が複数校にわたり確認される場合は、小学

校ごとに、減額の対象となる事態が確認されてから当該事態の是正が確認される

まで、１日ごとの減額ポイントを付与したものを合算する。 

 

③ 減額ポイントの支払額への反映 

モニタリング終了時に、減額ポイントがある場合には、受注者に減額ポイント

を通知する。 

対価の支払いに際しては、半期分の減額ポイントの合計を計算し、当該年度に

支払う設計・施工等のサービス対価に、下表に定める減額割合を乗じて算出した

金額を、当該年度のサービス対価から控除（維持管理のサービス対価、設計・施

工等のサービス対価の順に控除）し、支払額を受注者に通知する。 

当該年度の減額ポイント合計 
対象業務の対価の減額割合 

（当該年度の減額ポイント合計をＸとする。） 

6,001～ 100％減額 

501～6,000 （Ｘ/6,000）×100％減額 

0～500 
0％ 

［減額なし］ 

※１％未満は四捨五入 
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６ 維持管理業務に係るモニタリングの方法及び是正措置等 

(1) 維持管理業務に係るモニタリングの方法 

発注者は、維持管理業務に係るモニタリングとして、必要に応じて以下の方法によ

るモニタリングを行うものとする。 

① 書類検査による維持管理モニタリング 

② 実地検査による維持管理モニタリング 

③ 随時に行う維持管理モニタリング 

 

(2) 書類検査による維持管理モニタリングの方法 

発注者が行う書類検査による維持管理モニタリングは、原則として、以下の方法に

よって行うものとする。 

① 年間業務計画書の提出と確認 

受注者は発注者に対し、毎事業年度開始１か月前までに年間業務計画書を提出

し、発注者の承認を得るものとする。発注者は、年間業務計画書が維持管理業務

計画書で定める維持管理業務に係る業務水準を満たしていることを確認する。 

 

② 月報の提出と確認 

受注者は毎月の維持管理業務を実施した後、月報を提出する。発注者は、維持

管理業務計画書をもとに、月報に記載の内容が維持管理業務に係る業務水準を満

たしていることを確認する。 

 

③ 半期報告書及び年度業務実績報告書の提出と確認 

受注者は毎事業年度、上期及び下期の満了後に半期報告書を、また下期の満了

後に年度業務実績報告書をそれぞれ提出する。発注者は、維持管理業務計画書を

もとに、半期報告書及び年度業務実績報告書に記載の内容が維持管理業務に係る

業務水準を満たしていることを確認する。 

 

(3) 実地検査による維持管理モニタリングの方法 

発注者は、書類検査の結果、必要と認める場合には、維持管理業務を実施した場所

において、月報、半期報告書及び年度業務実績報告書に記載された内容が維持管理業

務に係る業務水準を満たしていることを確認することができる。この際、発注者は受

注者に対して維持管理業務の実施状況について、実地検査による説明を求めること

ができるものとし、受注者は説明する義務を負うものとする。 

 

(4) 随時に行う維持管理モニタリングの方法 

発注者は、苦情等により必要と認めるときは、随時、受注者に対して書類検査によ

るモニタリング又は実地検査によるモニタリングを行うことができる。この際、発注

者は受注者に対して維持管理業務の実施状況について、書類の提出若しくは実地検

査による説明を求めることができるものとし、受注者は説明する義務を負うものと

する。 
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(5) 維持管理業務が維持管理業務に係る業務水準を満たしていない場合の措置 

発注者によるモニタリングの結果、維持管理業務が維持管理業務に係る業務水準

を満たしていない場合の措置は、以下のとおりとする。 

① 減額ポイントの付与 

発注者によるモニタリングの結果、維持管理業務に係る業務水準を満たしてい

ない事項が存在することが判明し、発注者が是正期間を定めて是正を求めたにも

かかわらず、合理的な理由なく、その期間内に改善が認められない場合、発注者

は、受注者に対し、「(6) 維持管理のサービス対価の減額方法」の規定に基づき

減額ポイントを付与することができる。 

また、業務に関し虚偽の報告がなされた場合や、維持管理の不履行等に起因す

る人身事故を発生させた場合など、発注者による是正指示を受けた改善状況によ

り減額ポイントを付与するか否かを判断することが相当でない場合には、発注者

は、事実の発生をもって、受注者に対し、「(6) 維持管理のサービス対価の減額

方法」の規定に基づき減額ポイントを付与することができる。 

これらの場合において発注者は、受注者に付与した減額ポイントを基に、「(6) 

維持管理のサービス対価の減額方法」で定める計算方法に従い算出した額につい

て、受注者に対して支払うサービス対価から減額する。 

 

② 契約の解除 

維持管理のサービス対価の減額後も、対象業務の改善が認められない場合には、

発注者は第 63 条第１項第８号の規定に基づいて契約の全部又は一部解除を行う

ことができる。 

 

(6) 維持管理のサービス対価の減額方法 

① 減額ポイントの付与対象となる事態 

「(5) 維持管理業務が維持管理業務に係る業務水準を満たしていない場合の

措置」の「① 減額ポイントの付与」に基づき付与した減額ポイントは、半期ご

とに集計し、その合計が一定値に達した場合には、当該年度に支払う維持管理の

サービス対価に一定の割合を掛けて算出する金額を当該年度に支払うサービス対

価から減額する。 

維持管理業務が維持管理業務に係る業務水準を満たしていない場合として減額

ポイントの付与対象となる事態の例は、以下ア）又はイ）のとおりである。 
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ア）整備対象設備の利用に当たり、明らかに重大な支障がある場合 

（明らかに重大な支障がある場合の例） 

 

イ）整備対象設備の利用に当たり、明らかに支障がある場合 

（明らかに支障がある場合の例） 

 

② 減額ポイント 

減額ポイントの付与基準は以下のとおりとする。発注者は、半期ごとに行った

モニタリングの結果を踏まえて、対象業務に対応する当該年度の減額ポイントを

確定する。 

ただし、受注者の責に帰すことのできない事由や、事前に受注者の申し出に基

づいて、発注者が減額ポイントの付与対象としないことを承諾していた事由によ

って、維持管理業務に係る業務水準を満たしていない状況が生じた場合には、減

額ポイントを付与しない。 

 

• 受注者の維持管理の不履行等に起因する人身事故が発生する。 

• 受注者が故意に業務を放棄する。 

• 受注者が発注者に対し、業務に係る虚偽の報告を行う。 

• 受注者が発注者と故意に連絡を行わない、又は長期にわたる連絡

不通。 

• 受注者がこの契約に基づき行う発注者からの指導・指示に従わな

い。 

• 受注者が、整備対象設備が使用不能又は提案水準と比べ著しく機

能が低下する状況又は受注者の維持管理の不履行等に起因する人

身事故の発生について、予見できたにもかかわらず発注者への報

告を行わない、又は故意に遅滞する。 

• 受注者受注者が業務実施状況の確認のうえでの重要書類（帳簿、

クレーム対応記録等）を紛失・改ざんする。 

• 受注者による業務の怠慢が認められる。 

• 受注者が連絡業務を遅滞する。 

• 受注者が諸届、報告書の処理を遅滞する。 

• 受注者のクレーム処理に不備がある。 

• 受注者の業務実施状況の確認のうえでの重要書類（帳簿、クレー

ム対応記録等）の管理不行届きが認められる。 
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また、継続的に発生する場合は、発注者が示す是正期間の経過後、再度減額ポ

イントを付与する。期間については、減額ポイントの付与対象となる事態が発生

した際に、その状況に応じて発注者が定め、受注者に通知するものとする。 

 

③ 減額ポイントの支払額への反映 

モニタリングの終了時に、減額ポイントがある場合には、受注者に減額ポイン

トを通知する。 

対価の支払いに際しては、半期分の減額ポイントの合計を計算し、当該年度に

支払う維持管理のサービス対価に、下表に定める減額割合を乗じて算出した金額

を、当該年度の維持管理のサービス対価から控除し、支払額を受注者に通知する。 

 

当該年度の減額ポイント合計 
対象業務の対価の減額割合 

（当該年度の減額ポイント合計をＸとする。） 

101～ 100％減額 

61～100 
（2.0Ｘ-100）％減額 

［22％～100％の減額］ 

21～60 
（0.5Ｘ-10）％減額 

［1％～20％の減額］ 

0～20 
0％ 

［減額なし］ 

※１％未満は四捨五入 

 

(7) 受注者による請求 

受注者は、発注者が行うモニタリングの際に、減額ポイントの全部又は一部を付与

すべきでないという合理的な根拠（減額ポイントの付与対象となる事態の発生原因

が、受注者の責に帰すべき事由のみではない等）を示すことで、付与すべき減額ポイ

ントの見直しを発注者に請求することができる。 

発注者は、受注者の示した合理的な根拠を考慮した結果、受注者の示した根拠に理

減額ポイントの付与対象となる事態 付与する減額ポイント 

ア）整備対象設備の利用に当たり、 

明らかに重大な支障がある場合 
各項目について５ポイント 

イ）整備対象設備の利用に当たり、 

明らかに支障がある場合 
各項目について１ポイント 
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由があり、減額ポイントの全部又は一部を付与することが不合理であると判断する

場合には、減額ポイントの全部又は一部を付与しないことができる。 

 

７ 財務モニタリング 

(1) 財務モニタリングの方法 

受注者は、発注者に年間業務計画書、年度収支計画書、年度業務実績報告書及び財

務書類を提出し、発注者はこれを確認するものとする。 

 

(2) 財務モニタリングの基準 

財務モニタリングの基準は、事業者提案書類、事業収支計画書及び年度収支計画書

によるものとする。 

 

(3) 財務モニタリングに係る提出書類及び提出時期 

① 事業収支計画書の提出 

受注者は、整備対象設備の供用開始時までに、維持管理期間にわたる収支計画

書を提出し、発注者の承認を得るものとする。発注者は、受注者が提出した事業

収支計画書と事業者提案書類を比較検討のうえ、問題がないと認める場合には、

承認するものとする。 

 

② 年度収支計画書の提出 

受注者は、当該事業年度の収支計画書を前年度に提出し、当該事業年度開始１

か月前までに、発注者の承認を得るものとする。発注者は、受注者が提出した年

度収支計画書と事業者提案書類、事業収支計画書を比較検討のうえ、問題がない

と認める場合には、承認するものとする。 

 

③ 年度収支報告書（財務書類）の提出 

受注者は、当該事業年度終了後３か月以内に、当該年度の収支報告（財務書類）

を提出し、発注者の承認を得るものとする。発注者は、受注者が提出した年度収

支報告書と事業者提案書類、事業収支計画書、年度収支計画書を比較検討のうえ、

問題がないと認める場合には、承認するものとする。 

 

(4) 財務モニタリングの方法 

発注者は、提出された書類と財務モニタリングの基準との間に差異がある場合に

は、差異の理由について、受注者に説明を求めることができるものとし、受注者はこ

れに対して説明を行わなければならない。 

 

(5) 是正措置 

発注者による財務モニタリングの結果、事業の安定性、継続性に疑義が認められる

場合には、発注者は受注者に対して財務状況の是正を勧告するものとする。 
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別紙７ 受注者に付保が義務付けられている保険契約 

 

受注者又は受注者と契約して本事業に関する業務を実施する者に付保が義務付けら

れている保険契約は、下記のものとする。受注者又は受注者と契約して本事業に関す

る業務を実施する者は事業期間中、次の要件を満たす保険に加入しなければならな

い。なお、保険契約内容の詳細は、事業者提案書類で記載された受注者の提案内容に

基づいて記入する。ただし、受注者の提案において、下記の条件を超える提案が行わ

れた場合には、その提案内容を保険契約の内容とする。 

 

１ 施工期間中の保険 

(1) 設備工事保険 

保険契約者  事業者又は事業者から施工業務を請け負った者 

被保険者   事業者及び事業者から施工業務を請け負った者 

保険の対象  施工工事 

保険期間 工事着手予定日を始期とし、全ての整備対象設備の引渡し予定日

を終期とする。 

保険金額   施工工事費 

補償する損害 工事現場での突発的な事故により、工事目的物や工事用仮設   

物等に生じた物的損害（水災危険を含む） 

免責金額   １事故あたり 100,000円以下 

その他   発注者を追加被保険者とすること。 

 

(2) 第三者損害賠償責任保険（請負業者賠償責任保険） 

保険契約者  事業者又は施工業務にあたる者 

被保険者   事業者及び施工業務にあたる者 

保険期間 工事着手予定日を始期とし、全ての整備対象設備の引渡し予定日  

を終期とする。 

てん補限度額 身体賠償－１名あたり１億円、１事故あたり 10億円以上 

財物賠償－１事故あたり１億円以上 

免責金額   １事故あたり 100,000円以下 

補償する損害 本件工事に起因する第三者の身体障害及び財物損害が発生し    

たことによる法律上の損害賠償責任を負担することによって被る

損害 

その他   発注者を追加被保険者とすること。  
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２ 維持管理期間中の保険 

(3) 第三者損害賠償責任保険（請負業者賠償責任保険） 

保険契約者  事業者又は維持管理業務にあたる者 

被保険者   事業者及び維持管理業務にあたる者 

保険の対象  業務中に第三者の身体・生命を害し、又は財物に損傷を与えた結

果、法律上の賠償責任による損害を担保 

保険期間   維持管理開始日を始期とし、維持管理終了日を終期とします。 

てん補限度額 身体賠償－１名あたり１億円、１事故あたり 10億円以上 

財物賠償－１事故あたり１億円以上 

免責金額   １事故あたり 100,000円以下 

その他   発注者を追加被保険者とすること。  

 


